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4.2 洪水調節の観点からの検討 
 

4.2.1 複数の治水対策案(サンルダムを含む案)について 
「天塩川水系河川整備計画（平成 19 年 10 月）」では、戦後最大規模の洪

水流量により想定される被害の軽減を図ることを目標として、基準地点の誉

平において目標流量を 4,400m3/s とし、このうち、既設の岩尾内ダム及び新

設のサンルダムにより 500m3/s を調節して河道への配分流量を 3,900m3/s と
している。 
治水対策案（サンルダムを含む案）については、河川整備計画における実

施内容とする。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

図 4.2.1 流量配分図（天塩川水系河川整備計画） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.2.2 天塩川水系 サンルダムの状況 
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※ 1: 誉 平 の [4,400m3/s] 、 名 寄 大 橋

[2,000m3/s]、真勲別[1,500m3/s]は河川整備

計画の目標流量 
※2:[ ]の無い数値は、河道の配分流量 
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図 4.2.3 天塩川の流下能力図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.2.4 名寄川の流下能力図 
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4.2.2 複数の治水対策案(サンルダムを含まない案)について 

検証要領細目に示されている方策を参考にして、様々な方策を組み合わせ

て、できる限り幅広い治水対策案を立案することとする。 
 
治水対策案検討の基本的な考え方を以下に示す。 
・治水対策案は、「天塩川水系河川整備計画（以下「河川整備計画」とい

う）」において想定している目標と同程度の目標を達成することを基本

とする。 
・河川整備計画において河道の配分流量を計画高水位以下で流下させる区

間について、洪水調節施設により調節した場合に河道を流下する流量を

計画高水位以下で流下させるように河道断面を設定することとする。 
 
以下に、天塩川における各方策の検討の考え方について示す。 
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施設名 所管・所有 集水面積（km2) 総貯水容量(千m3)

岩尾内ダム 国土交通省 331.40 107,700

サンルダム(検証中) 国土交通省 182.50 57,200

温根別ダム 農林水産省 40.10 9,312 

御料ダム 農林水産省 7.90 5,780 

風連ダム 農林水産省 23.00 2,918 

武徳ダム 天塩川土地改良区 0.74 2,619 

忠烈布ダム 天塩川土地改良区 23.50 2,405 

中和ダム 農林水産省 11.90 2,132 

甲子ダム 天塩川土地改良区 10.40 1,316 

西和ダム 天塩川土地改良区 5.72 1,162 

中の沢ダム 天塩川土地改良区 10.20 948 

ポンテシオダム 北海道企業局 93.80 870 

西岡ダム 北海道 4.50 844 

北線ダム てしおがわ土地改良区 9.50 824 

施設名 所管・所有 集水面積（km2) 総貯水容量(千m3)

岩尾内ダム 国土交通省 331.40 107,700

サンルダム(検証中) 国土交通省 182.50 57,200

温根別ダム 農林水産省 40.10 9,312 

御料ダム 農林水産省 7.90 5,780 

風連ダム 農林水産省 23.00 2,918 

武徳ダム 天塩川土地改良区 0.74 2,619 

忠烈布ダム 天塩川土地改良区 23.50 2,405 

中和ダム 農林水産省 11.90 2,132 

甲子ダム 天塩川土地改良区 10.40 1,316 

西和ダム 天塩川土地改良区 5.72 1,162 

中の沢ダム 天塩川土地改良区 10.20 948 

ポンテシオダム 北海道企業局 93.80 870 

西岡ダム 北海道 4.50 844 

北線ダム てしおがわ土地改良区 9.50 824 

 
(1) ダムの有効活用 

 
既設のダムのかさ上げ、利水容量の買い上げ、操作ルールの見直し等

により洪水調節能力を増強、効率化させ、下流河川の流量を低減させる。 
 
（検討の考え方） 
天塩川流域での既設ダムの実態、利水の状況等を踏まえて、既設 13

ダム（利水専用ダムを含む）について、治水対策案への適用の可能性を

検討する。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

図 4.2.5 ダムの有効活用のイメージ 
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(2) 遊水地(調節池)等 

 
河川に沿った地域で洪水流量の一部を貯留し、下流のピーク流量を低

減させ洪水調節を行う。 
 
（検討の考え方） 
天塩川流域での効果の発現場所、用地確保の見通し等を踏まえて、河

川沿いの土地利用状況等を勘案し、治水対策案への適用の可能性を検討

する。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.2.6 遊水地のイメージ 
(3) 放水路(捷水路) 

 
河川の途中から分岐する新川を開削し、直接海、他の河川又は当該河

川の下流に流す水路である。河道のピーク流量を低減する効果があり、

効果が発現する場所は分流地点の下流である。 
 
（検討の考え方） 
天塩川流域での効果の発現場所、用地確保の見通しを踏まえて、水利

条件、地形条件、土地利用状況等を勘案し、治水対策案への適用の可能

性を検討する。 
 
 

 
 
 
 
 
 

図 4.2.7 放水路・捷水路のイメージ 
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(4) 河道の掘削 

 
河川の流下断面積を拡大して、河道の流下能力を向上させる。 
 
（検討の考え方） 
天塩川流域での河道掘削の実績、利水への影響、河道の状況等を踏ま

えて、治水対策案への適用の可能性を検討する。河道の掘削は、低水路

河床の掘削（川底を掘り下げる）又は、高水敷の掘削（低水路幅を広げ

る）が考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.2.8 河道の掘削のイメージ 
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(5) 引堤 

 
堤防間の流下断面積を増大させるため、堤内地側に堤防を新築し、旧

堤防を撤去する。河道の流下能力を向上させる効果がある。 
 
（検討の考え方） 
天塩川流域での引堤の実績、用地確保の見通し、横断工作物の状況等

を踏まえて、沿川の土地利用状況への影響等を勘案し、治水対策案への

適用の可能性を検討する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.2.9 引堤のイメージ 
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資料：国土交通省 水管理・国土保全局 HP 
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(6) 堤防かさ上げ 

 
堤防の高さを上げることによって河道の流下能力を向上させる。 
 
（検討の考え方） 
天塩川流域での用地確保の見通し、横断工作物、既設の堤防高の状況

等を踏まえて、沿川の土地利用状況への影響等を勘案し、治水対策案へ

の適用の可能性を検討する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.2.10 堤防のかさ上げのイメージ 
 

モバイルレビー（可搬式の特殊堤防）の実施例

資料：国土交通省 水管理・国土保全局 HP 

資料:姫路河川国道事務所揖保川畳堤訓練 
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(7) 河道内の樹木の伐採 

 
河道内の樹木群が繁茂している場合に、それらを伐採することにより、

河道の流下能力を向上させる。 
 
（検討の考え方） 
天塩川流域における河道内樹木の状況及び伐採のこれまでの実績等

を踏まえて、治水対策案への適用の可能性を検討する。 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.2.11 河道内の樹木の伐採のイメージ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.2.12 天塩川樹木繁茂状況 
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(8) 決壊しない堤防 

 
計画高水位以上の水位（堤防高より高い場合を含む）の流水に対して

決壊しない堤防である。 仮に、現行の計画高水位以上でも決壊しない

技術が確立されれば、河道の流下能力を向上させることができる。 
 
（検討の考え方） 
天塩川流域の堤防の状況等を勘案し、治水対策案への適用の可能性を

検討する。サンルダムによる流量の低減がない場合に増大する河道流量

に対して、計画高水位以上の水位となる区間の延長は約 94kmとなる。 
 

(9) 決壊しづらい堤防 
 
計画高水位以上の水位（堤防高より高い場合を含む）の流水に対して

急激に決壊しないような粘り強い構造の堤防である。  
技術的に可能となるなら、洪水発生時の危機管理の面から、避難する

ための時間を増加させる効果がある。 
 
（検討の考え方） 
天塩川流域の堤防の状況等を勘案し、治水対策案への適用の可能性を

検討する。サンルダムによる流量の低減がない場合に増大する河道流量

に対して、計画高水位以上の水位となる区間の延長は約 94kmとなる。 



 4-18 

 
(10) 高規格堤防 

 
通常の堤防より堤内地側の堤防幅が非常に広い堤防である。 
なお、全区間の整備が完了すると、結果的に計画高水流量以上の流量

が流下する。 
 
（検討の考え方） 
現状の天塩川流域の河道整備、沿川の状況等を踏まえて、土地所有者

等の理解と協力の可能性を勘案し、治水対策案への適用の可能性を検討

する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図 4.2.13 高規格堤防のイメージ 
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高規格堤防特別区域

河川区域

高規格堤防

河川区域 

整備後 

整備前 

資料：国土交通省 水管理・国土保全局 HP 
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(11) 排水機場 

 
自然流下排水の困難な地盤の低い地域で、堤防を越えて強制的に内水

を排水するためのポンプを有する施設である。 
堤防のかさ上げが行われ、本川水位の上昇が想定される場合には、内

水対策の強化として排水機場の設置、能力増強が必要になる場合がある

ことに留意する。 
 
（検討の考え方） 
天塩川流域の地形や土地利用状況を勘案し、治水対策案への適用の可

能性を検討する。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.2.14 排水機場のイメージ 
 

 
 

排水機場の例（天塩川 豊栄排水機場）
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大雨が降って本川の水位が支川の水位より高く
なると、逆流を防ぐためにゲートを閉める

大雨により支川の流域が浸水してしまうので、排
水ポンプで本川へ水をはき出し、内水被害を防ぐ
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(12) 雨水貯留施設 

 
都市部等における保水機能の維持のために、雨水を貯留させるために

設けられる施設である。 
 
（検討の考え方） 
現状の天塩川流域の土地利用状況等を踏まえて、整備することにより

雨水貯留が見込める可能性がある学校や公園等の設置状況、適切な維持

管理の継続性等を勘案し、治水対策案への適用の可能性を検討する。 
天塩川流域内には、整備することにより雨水貯留が見込める可能性が

ある学校・公園が合計約 7km2存在する。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.2.15 雨水貯留施設のイメージ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図 4.2.16 天塩川流域（名寄市街）における学校・公園の状況 

札幌市立栄町小学校における貯留時の状況
（平成10年９月16日台風５号 )

洪水時

通常時
雨水貯留施設整備のイメージ

資料：国土交通省 水管理・国土保全局 HP 

天塩川流域 流域面積

流域全体 5,590

対象流域

学校（建物敷地は除く） 2.4

公園 4.8

合計 7.2

天塩川流域 流域面積

流域全体 5,590

対象流域

学校（建物敷地は除く） 2.4

公園 4.8

合計 7.2

単位：km2天塩川流域における学校・公園の状況

※学校・公園の面積は、都市計画図等により計測
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山林
65%

河川、湖沼
2%

水田
3%

農地等（水
田除く）

29%

市街地
1%

 
(13) 雨水浸透施設 

 
都市部等における保水機能の維持のために、雨水を浸透させるために

設けられる施設である。 
 
（検討の考え方） 
現状の天塩川流域の土地利用状況等を踏まえて、雨水浸透ますの設置

の可能性、適切な維持管理の継続性等を勘案し、治水対策案への適用の

可能性を検討する。 
天塩川流域内には、約 44km2の市街地が存在する。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.2.17 雨水浸透施設のイメージ 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

図 4.2.18 天塩川流域における土地利用状況とその割合 

透水性舗装の整備事例 透水性ブロック舗装の整備事例透水性舗装の整備事例 透水性ブロック舗装の整備事例

※降雨時に、浸透ます等で雨水を受け、地盤に浸透させる。

雨水浸透トレンチ 雨水浸透ます

※降雨時に、浸透ます等で雨水を受け、地盤に浸透させる。

雨水浸透トレンチ 雨水浸透ます
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(14) 遊水機能を有する土地の保全 

 
河道に隣接し、洪水時に河川水があふれるか又は逆流して洪水の一部

を貯留し、自然に洪水を調節する作用を有する池、沼沢、低湿地等であ

る。現況を保全することによって、遊水機能を保持することが可能とな

る。 
 
（検討の考え方） 
現状の天塩川流域における遊水機能を有する土地の存在状況、土地利

用状況等を踏まえて、治水対策案への適用の可能性を検討する。 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.2.19 遊水機能を有する土地の事例 
 

幌延旧川（上幌延 1 号新水路） 

天塩川 天塩川 

幌延旧川 幌延旧川 

新水路

旧川

サロベツ原野
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(15) 部分的に低い堤防の存置 

 
下流のはん濫防止等のために、通常の堤防よりも部分的に高さを低く

しておく堤防であり、「洗堤」、「野越し」と呼ばれる場合がある。現況

を保全することによって、遊水機能を保持することが可能となる。 
 
（検討の考え方） 
現状の天塩川流域における部分的に高さを低くしている堤防の存在

状況、土地利用状況等を踏まえて、治水対策案への適用の可能性を検討

する。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.2.20 部分的に低い堤防の存置のイメージ 
 
 

部分的に低い堤防 部分的に低い堤防
より氾濫

洪水前 洪水後

部分的に低い堤防部分的に低い堤防 部分的に低い堤防
より氾濫
部分的に低い堤防
より氾濫

洪水前 洪水後
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(16) 霞堤の存置 

 
急流河川において比較的多い不連続堤である。上流部の堤防の決壊等

によるはん濫流を河道に戻す、洪水の一部を一時的に貯留するなどとい

った機能がある。現況を保全することによって、遊水機能を保持するこ

とが可能となる。 
 
（検討の考え方） 
現状の天塩川流域における霞堤の存在状況、土地利用状況等を踏まえ

て、治水対策案への適用の可能性を検討する。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.2.21 霞堤の存置のイメージ 
 
 

通常時

洪水後

洪水時

洪水時には、堤防
と堤防の間の隙間
から水を溢れさせ、
流れを緩和させる。

氾濫した洪水
が戻る

霞堤の機能

霞堤の例（KP186.4付近）

天 塩 川

霞堤の例（KP186.4付近）

天 塩 川
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(17) 輪中堤 

 
ある築堤の区域を洪水の氾濫から防御するため、その周囲を囲んで設

けられた堤防である。なお、他の方策（遊水機能を有する土地の保全等）

と併せて対策が行われれば、下流の河道流量が低減する場合がある。 
 
（検討の考え方） 
天塩川流域の土地利用状況、現状の河川堤防の整備状況等を踏まえて、

輪中堤の整備による効果等を勘案し、治水対策案への適用の可能性を検

討する。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 4.2.22 輪中堤のイメージ 

 
 

資料 国土交通省 河川局HP

資料：国土交通省 水管理・国土保全局 HP 
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(18) 二線堤 

 
本堤背後の堤内地に築造される堤防であり、控え堤、二番堤ともいう。

なお、他の方策（遊水機能を有する土地の保全等）と併せて対策が行わ

れれば、下流の河道流量が低減する場合がある。 
 
（検討の考え方） 
現状の天塩川流域における河川周辺の土地利用状況等を勘案し、治水

対策案への適用の可能性を検討する。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.2.23 二線堤のイメージ 
 
 
 
 

資料：国土交通省 水管理・国土保全局 HP 

洪水が起きる

本堤 田畑 二線堤 家屋の密集する市街地

万一、堤防の
一部が決壊する

二線堤が氾濫を
小さくする
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(19) 樹林帯等 

 
堤防の治水上の機能を維持増進し、又は洪水流を緩和するよう、堤内

の土地に堤防に沿って設置された帯状の樹林等である。 
 
（検討の考え方） 
現状の天塩川流域における河川周辺の土地利用状況等を勘案し、治水

対策案への適用の可能性を検討する。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 4.2.24 樹林帯等のイメージ 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

図 4.2.25 天塩川の堤防と背後地の状況 

資料：国土交通省 水管理・国土保全局 HP 

破堤部の拡大抑制

落堀の抑制氾濫流域の抑制

破堤部の拡大抑制

落堀の抑制氾濫流域の抑制

天
塩
川

天
塩

川

天
塩
川

天
塩
川

天
塩

川

天
塩
川

士別市 名寄市 音威子府村 
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資料：国土交通省 水管理・国土保全局 HP 
ピロティ建築の事例

宅地のかさ上げのイメージ

 
(20) 宅地のかさ上げ、ピロティ建築等 

 
盛土して宅地の地盤高を高くしたり、建築構造を工夫したりすること

によって、浸水被害の抑制等を図る。なお、他の方策（遊水機能を有す

る土地の保全等）と併せて対策が行われれば、下流の河道流量が低減す

る場合がある。 
 
（検討の考え方） 
現状の天塩川流域の土地利用状況を踏まえ、建築基準法による災害危

険区域の設定等の可能性も勘案し、治水対策案への適用の可能性を検討

する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4.2.26 宅地かさ上げ、ピロティ建築等のイメージ 
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(21) 土地利用規制 

 
浸水頻度や浸水のおそれが高い地域において、土地利用の規制・誘導

によって被害を抑制する。規制等により土地利用の現況を維持すること

で、浸水頻度や浸水のおそれが高い地域への更なる資産の集中を抑制す

ることが可能となる。なお、他の方策（遊水機能を有する土地の保全等）

と併せて対策が行われれば、下流の河道流量が低減する場合がある。 
 
（検討の考え方） 
現状の天塩川流域の土地利用状況を踏まえ、建築基準法による災害危

険区域の設定や条例等による土地利用の規制・誘導の可能性を勘案し、

治水対策案への適用の可能性について検討する。 
 

 
 
 
 
 
 
 

図 4.2.27 土地利用規制のイメージ図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.2.28 天塩川の現状

資料：国土交通省 水管理・国土保全局 HP 

KP22付近 遊水機能を有する土地の保全 KP53付近 部分的に低い堤防の存置 

■建築基準法抜粋（災害危険区域）

第39条 地方公共団体は、条例で、津波、高潮、
出水等による危険の著しい区域を災害危険区域
として指定することができる。

2 災害危険区域内における住居の用に供する
建築物の建築の禁止その他建築物の建築に関す
る制限で災害防止上必要なものは、前項の条例
で定める。

天塩川 

幌延旧川 

天塩川

天塩川

幌延旧川 
幌延旧川 

旧川 天 

塩 

川 

堤防未整備区間の存置 

堤防未整備区間 

堤
防

未
整

備
区

間

天
塩
川

幌延旧川 
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(22) 水田等の保全 

 
雨水を一時貯留したり、地下に浸透させたりするという水田の機能を

保全することである。なお、治水上の機能を向上させるためには、落水

口の改造工事等や治水機能を継続的に維持し、降雨時に機能させていく

ための措置が必要となる。 
 
（検討の考え方） 
今後の天塩川流域の水田保全の方向性を踏まえつつ、畦畔のかさ上げ、

落水口の改造（堰板の交換）等を前提とした水田による保水機能向上の、

治水対策案への適用の可能性について検討する。 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.2.29 水田等の保全のイメージ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

図 4.2.30 天塩川流域における水田の分布状況

流域面積 水田面積

5,590km2 161km2

流域面積 水田面積

5,590km2 161km2

資料：国土交通省 水管理・国土保全局 HP 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

S51 H9 H18

河川、湖沼

山林

農地等（水田除く）

水田

市街地

資料：国土数値情報 
(S51・H9・H18土地 
利用メッシュより作成) 
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(23) 森林の保全 

 
主に森林土壌の働きにより、雨水を地中に浸透させ、ゆっくりと流出

させるという森林の涵養機能を保全することである。 
 
（検討の考え方） 
森林保全による治水効果の定量化の現状や天塩川流域における森林

の現状を踏まえて、治水対策案への適用の可能性について検討する。 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.2.31 森林の保全のイメージ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

図 4.2.32 天塩川流域における森林の分布状況 

資料：国土交通省 水管理・国土保全局 HP 

森林は雨水を溜める働きを持っている

流域面積 水田面積

5,590km2 161km2

流域面積 水田面積

5,590km2 161km2

0%

20%

40%

60%

80%

100%

S51 H9 H18

河川、湖沼

山林

農地等（水田除く）

水田

市街地

資料：国土数値情報 
(S51・H9・H18土地 
利用メッシュより作成) 
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(24) 洪水の予測、情報の提供等 

 
洪水時に住民が的確で安全に避難できるように、洪水の予測や情報の

提供等を行い、被害の軽減を図る。 
 
（検討の考え方） 
現状の天塩川流域における洪水予測、情報提供等の状況、洪水時の警

戒避難、被害軽減対策の状況を踏まえて、治水対策案への適用の可能性

について検討する。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

図 4.2.33 洪水予測、情報の提供等のイメージ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.2.34 河川情報の事例

■洪水ハザードマップの例（士別市朝日中央地区）

拡大

■洪水ハザードマップの例（士別市朝日中央地区）

拡大

国土交通省 水管理・国土保全局 
「川の防災情報 HP 携帯版」 

国土交通省 水管理・国土保全局 
「川の防災情報 HP」 
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(25) 水害保険等 

 
家屋、家財の資産について、水害に備えるための損害保険である。は

ん濫した区域において、個人や個別の土地等の被害軽減を図る対策とし

て、水害の被害額の補填が可能となる。 
 
（検討の考え方） 
国内外での水害保険の現状、我が国での民間会社が運営・販売する火

災保険による風水害による被害補填制度の状況を踏まえて、治水対策案

への適用の可能性について検討する。 
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。
 

１
０
．
高

規
格
堤
防
 

通
常

の
堤

防
よ

り
居

住
地

側
の

堤
防

幅
を

広
く

し
、

洪
水

時
の

避
難

地
と

し
て

も
活
用
。
 

・
市
街
地

に
お
け
る

大
規
模

な
再
開
発

が
必
要

と
な
る
。
 

河 川 を 中 心 と し た 対 策 

１
１
．
排

水
機
場
 

排
水
機
場

に
よ
り
内

水
対
策

を
行
う
も

の
。
 

・
堤

防
の

か
さ

上
げ

を
行

う
場

合
に

、
必

要
に

応
じ

て
排

水
機

場
の

設
置

、
能

力
増

強
を

行
う

こ

と
を
検
討

す
る
。
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今
回
の
検

討
に
お
い

て
採
用

し
た
方
策
 

河
道
・
流

域
管
理
、

災
害
時

の
被
害
軽

減
の
観

点
か
ら
推

進
を
図

る
方
策
 

今
回
の
検

討
に
お
い

て
採
用

し
な
か
っ

た
方
策
 

 
表
 4
.2
.2
 
 2
6
方
策
の
天
塩
川
流
域
へ
の
適
用
性
に
つ
い
て
(2
) 

 
「

ダ
ム
事

業
の
検
証

に
係
る

検
討
に
関

す
る
再

評
価
実
施

要
領
細
目

」
で
示

さ
れ
て
い

る
方
策
 

26
方
策

の
概
要
 

天
塩
川
流

域
へ
の
適

用
性
 

１
２
．
雨

水
貯
留
施

設
 

雨
水
貯
留

施
設
を
設

置
す
る

。
ピ
ー
ク

流
量
が

低
減
さ
れ

る
場
合

が
あ
る
。
 

・
流
域
の

学
校
、
公

園
に
雨

水
貯
留
施

設
を
整

備
す
る
こ

と
を
検

討
す
る
。
 

１
３
．
雨

水
浸
透
施

設
 

雨
水
浸
透

施
設
を
設

置
す
る

。
ピ
ー
ク

流
量
が

低
減
さ
れ

る
場
合

が
あ
る
。
 

・
流
域
の

市
街
地
に

雨
水
浸

透
施
設
を

整
備
す

る
こ
と
を

検
討
す

る
。
 

１
４
．
遊

水
機
能
を

有
す
る

土
地
の
保

全
 

遊
水

機
能

を
有

す
る

土
地

を
保

全
す

る
。

ピ
ー

ク
流

量
が

低
減

さ
れ

る
場

合
が

あ
る
。
 

・
現
計
画

に
お
い
て

保
全
を

前
提
と
し

て
い
る

。
 

１
５
．
部

分
的
に
低

い
堤
防

の
存
置
 

部
分
的
に

低
い
堤
防

を
存
置

す
る
。
ピ
ー

ク
流
量

が
低
減
さ

れ
る
場

合
が
あ
る

。
 ・

現
計
画

に
お
い
て

存
置
を

前
提
と
し

て
い
る

。
 

１
６
．
霞

堤
の
存
置
 

霞
堤

を
存

置
し

洪
水

の
一

部
を

貯
留

す
る

。
ピ

ー
ク

流
量

が
低

減
さ

れ
る

場
合

が
あ
る
。
 

・
現
計
画

に
お
い
て

存
置
を

前
提
と
し

て
い
る

。
 

１
７
．
輪

中
堤
 

輪
中
堤
に

よ
り
特
定

の
区
域

を
洪
水
は

ん
濫
か

ら
防
御
す

る
。
 

・
無
堤

区
間
に

は
集

落
が
無

く
、
現
計

画
に
お

い
て
浸
水

を
前
提

と
し
て
い

る
こ
と

か
ら

、
方

策

を
実
施
す

る
た
め
の

適
地
が

な
い
。
 

１
８
．
二

線
堤
 

堤
防
の
居

住
地
側
に

堤
防
を

設
置
す
る

。
洪
水

は
ん
濫
の

拡
大
を

防
止
。
 

・
暫
定
堤

防
の
区
間

に
お
い

て
沿
川
の

市
街
地

の
被
害
軽

減
を
図

る
た
め
に

二
線
堤

を
整
備
す

る

こ
と
が
考

え
ら
れ
る

が
、
当

該
区
間
で

は
暫
定

堤
と
同
程

度
の
堤

防
を
ほ
ぼ

隣
接
し

た
形

で
新

規
に
整
備

す
る
必
要

が
あ
り
、
そ
の
上
、
土
地
利

用
規
制

等
に
よ

る
社
会
的

影
響
も

懸
念
さ

れ

る
。
 

１
９
．
樹

林
帯
等
 

堤
防
の
居

住
地
側
に

帯
状
の

樹
林
を
設

置
す
る

。
堤
防
決

壊
時
の

拡
大
抑
制

。
 ・

天
塩
川
流

域
内
に

樹
林
帯

は
存
在
し

な
い
。
樹

林
帯
が

そ
の
効

果
を
発
揮

す
る
と

思
わ
れ
る

箇

所
付
近
も

家
屋
が
密

集
し
て

い
る
た
め

、
適
地

が
な
い
。
 

２
０
．
宅

地
の
か
さ

上
げ
・

ピ
ロ
テ
ィ

建
築
等
 
宅

地
の
地

盤
高
を
高

く
し
た

り
、
ピ
ロ

テ
ィ
建

築
に
す
る

。
浸
水

被
害
を
軽

減
。
 ・

他
の
方

策
（
遊
水

機
能
を

有
す
る
土

地
の
保

全
等
）
と

の
組
合

せ
を
検
討

す
る
。

※
 

２
１
．
土

地
利
用
規

制
 

災
害

危
険

区
域

等
を

設
定

し
土

地
利

用
を

規
制

す
る

。
資

産
集

中
等

を
抑

制
し

被
害
を
軽

減
。
 

・
他
の
方

策
（
遊
水

機
能
を

有
す
る
土

地
の
保

全
等
）
と

の
組
合

せ
を
検
討

す
る
。

※
 

２
２
．
水

田
等
の
保

全
 

水
田
の
保

全
に
よ
り

治
水
機

能
を
保
全

す
る
。
 

・
現
計
画

は
水
田
を

含
む
現

況
の
土
地

利
用
が

前
提
で
あ

る
。
 

２
２
．
水

田
等
の
保

全
（
機

能
向
上
）
 

落
水
口
の

改
造
工
事

等
に
よ

り
水
田
の

治
水
機

能
を
向
上

さ
せ
る

。
 

・
天
塩
川

流
域
内
の

水
田
を

対
象
に
畦

畔
の
か

さ
上
げ
に

よ
る
機

能
の
向
上

を
検
討

す
る
。
 

２
３
．
森

林
の
保
全
 

森
林
保
全

に
よ
り
雨

水
浸
透

の
機
能
を

保
全
す

る
。
 

・
現
計
画

は
森
林
を

含
む
現

況
の
土
地

利
用
が

前
提
で
あ

る
。
 

２
４
．
洪

水
の
予
測

・
情
報

の
提
供
等
 

洪
水
の
予

測
・
情
報

提
供
に

よ
り
被
害

の
軽
減

を
図
る
。
 

・
現
計
画

で
も
実
施

し
て
い

る
方
策
で

あ
る
。
 

流 域 を 中 心 と し た 対 策 

２
５
．
水

害
保
険
等
 

水
害
保
険

に
よ
り
被

害
額
の

補
填
が
可

能
。
 

・
既
存
の

保
険
制
度

に
つ
い

て
は
、
現

計
画
で

も
実
施
し

て
い
る

方
策
で
あ

る
。
 

・
河
川

整
備
水

準
に

基
づ
く

保
険
料
率

の
設
定

が
可
能
で

あ
れ
ば

、
土

地
利

用
誘
導
・
建

築
方

式

対
応
等
の

手
法
と
し

て
検
討

す
る
こ
と

が
で
き

る
。
 

※
他

の
方

策
と
の
組

合
せ
を

検
討
し
た

結
果
、
天

塩
川
流

域
の
遊

水
機
能
を

有
す
る

土
地
は
河

川

区
域

等
の

宅
地
の
か

さ
上
げ

や
土
地
利

用
規
制

の
必
要
が

無
い
土

地
で
あ
り

、
ま

た
、
二
線
堤

等

の
方

策
の

適
地
も
無

い
こ
と

か
ら
、
採

用
し
な

か
っ
た
。
 



 

 4-36 

 
4.2.3 複数の治水対策案の立案 

個別方策の天塩川流域における適用性を踏まえ、以下に示す考え方で複数

の治水対策案を立案する。 
 
【①河川整備計画】：河道の掘削・ダムによる治水対策案（第 0案） 
【②河道改修を中心とした対策】：河道の掘削・引堤・堤防のかさ上げの

組み合わせによる治水対策案（第 1～7案） 
【③洪水調節施設により洪水流量を低減させる対策】：ダムの有効活用、

遊水地等に河道掘削を組み合わせた治水対策案（第 8～12案） 
【④流域の貯留・浸透方策により河道の洪水流量を低減させる対策】：雨

水貯留・浸透施設、水田等保全等に河道掘削を組み合わせた治水対策

案（第 13～15案） 
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【①河川整備計画】 
0. サンルダム 

【②河道改修を中心とした対策】 
1. 河道掘削 
2. 引堤 
3. 引堤（現況の高水敷を確保）＋河道掘削 
4. 堤防かさ上げ 
5. 堤防かさ上げ（市街地を除く区間）＋河道掘削 
6. 放水路 
7. 放水路（捷水路）＋河道掘削 

【③洪水調節施設により洪水流量を低減させる対策】 
8. ダムの有効活用（岩尾内ダムかさ上げ）＋河道掘削 
9. ダムの有効活用（岩尾内ダムの利水容量買い上げ）＋河道掘削 
10. 遊水地（名寄川） 
11. 遊水地（天塩川+名寄川） 
12. ダムの有効活用（岩尾内ダムかさ上げ）＋遊水地 

【④流域の貯留・浸透方策により河道の洪水流量を低減させる対策】 
13. 雨水貯留施設、雨水浸透施設＋河道掘削 
14. 水田等の保全（機能向上）＋河道掘削 
15. 雨水貯留施設、雨水浸透施設、水田等の保全（機能向上）＋河

道掘削 
 

（注）③、④において、洪水流量を低減する方策と組み合わせる河道

の対策は、コスト、実現性の観点で最も優位と考えられる「河

道の掘削」とした。また、③においては、ダムの有効活用また

は遊水地と河道の掘削を組み合わせた案のほか、ダムの有効活

用と遊水地のそれぞれから、コスト、実現性の観点で優位と考

えられるものを選定して組み合わせた案を立案した。 
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表
 4
.2
.3
 
検
討
主
体
が
立
案
し
た
治
水
対
策
案
一
覧
(1
) 

 
現

行
計

画
河

川
を

中
心

と
し

た
方

策
流

域
を

中
心

と
し

た
方

策

ダ ム

河 道 改 修 等

ダ ム の 有 効 活 用

遊 水 地 （ 調 節 池 ） 等

放 水 路 （ 捷 水 路 ）

河 道 の 掘 削

引 堤

堤 防 の か さ 上 げ

雨 水 貯 留 施 設

雨 水 浸 透 施 設

水 田 等 の 保 全 （ 機 能 向 上 ）

【
①

河
川

整
備

計
画

】
0
サ

ン
ル

ダ
ム

サ
ン

ル
ダ

ム
河

道
の
掘

削
堤

防
の
整

備
等

【
②

河
道

改
修
を

中
心

と
し

た
対

策
】

1
河

道
掘

削
河

道
の
掘

削
堤

防
の
整

備
等

河
道
の
掘

削

2
引

堤
河

道
の
掘

削
堤

防
の
整

備
等

引
堤

3
引

堤
(
現

況
の

高
水

敷
を

確
保

）
+

河
道

掘
削

河
道

の
掘

削
堤

防
の
整

備
等

河
道
の
掘

削
引

堤

4
堤

防
か

さ
上

げ
河

道
の
掘

削
堤

防
の
整

備
等

堤
防
の

か
さ

上
げ

5
堤

防
か

さ
上

げ
（
市

街
地

を
除

く
区

間
）

＋
河

道
掘

削

河
道

の
掘

削
堤

防
の
整

備
等

河
道
の
掘

削
堤

防
の

か
さ

上
げ

6
放

水
路

河
道

の
掘

削
堤

防
の
整

備
等

放
水

路

7
放

水
路

（
捷

水
路

）
+
河

道
掘

削
河

道
の
掘

削
堤

防
の
整

備
等

放
水

路
（

捷
水

路
）

河
道
の
掘

削

現
行

計
画

河
川
を

中
心

と
し

た
方

策
流

域
を

中
心

と
し

た
方

策

ダ ム

河 道 改 修 等

ダ ム の 有 効 活 用

遊 水 地 （ 調 節 池 ） 等

放 水 路 （ 捷 水 路 ）

河 道 の 掘 削

引 堤

堤 防 の か さ 上 げ

雨 水 貯 留 施 設

雨 水 浸 透 施 設

水 田 等 の 保 全 （ 機 能 向 上 ）

【
①

河
川

整
備

計
画

】
0
サ

ン
ル

ダ
ム

サ
ン

ル
ダ

ム
河

道
の
掘

削
堤

防
の
整

備
等

【
②

河
道

改
修
を

中
心

と
し

た
対

策
】

1
河

道
掘

削
河

道
の
掘

削
堤

防
の
整

備
等

河
道
の
掘

削

2
引

堤
河

道
の
掘

削
堤

防
の
整

備
等

引
堤

3
引

堤
(
現

況
の

高
水

敷
を

確
保

）
+

河
道

掘
削

河
道

の
掘

削
堤

防
の
整

備
等

河
道
の
掘

削
引

堤

4
堤

防
か

さ
上

げ
河

道
の
掘

削
堤

防
の
整

備
等

堤
防
の

か
さ

上
げ

5
堤

防
か

さ
上

げ
（
市

街
地

を
除

く
区

間
）

＋
河

道
掘

削

河
道

の
掘

削
堤

防
の
整

備
等

河
道
の
掘

削
堤

防
の

か
さ

上
げ

6
放

水
路

河
道

の
掘

削
堤

防
の
整

備
等

放
水

路

7
放

水
路

（
捷

水
路

）
+
河

道
掘

削
河

道
の
掘

削
堤

防
の
整

備
等

放
水

路
（

捷
水

路
）

河
道
の
掘

削
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表
 4
.2
.4
 
検
討
主
体
が
立
案
し
た
治
水
対
策
案
一
覧
(2
) 

 
現

行
計

画
河

川
を

中
心

と
し

た
方

策
流

域
を

中
心

と
し

た
方

策

ダ ム

河 道 改 修 等

ダ ム の 有 効 活 用

遊 水 地 （ 調 節 池 ） 等

放 水 路 （ 捷 水 路 ）

河 道 の 掘 削

引 堤

堤 防 の か さ 上 げ

雨 水 貯 留 施 設

雨 水 浸 透 施 設

水 田 等 の 保 全 （ 機 能 向 上 ）

【
③

洪
水

調
節

施
設

に
よ

り
洪

水
流
量

を
低

減
さ

せ
る
対

策
】

8
ダ

ム
の

有
効

活
用

（
岩

尾
内

ダ
ム

か
さ
上

げ
）

＋
河

道
掘

削

河
道

の
掘

削
堤

防
の
整

備
等

ダ
ム

の
有

効
活

用
（
岩

尾
内

ダ
ム
か

さ
上

げ
）

河
道

の
掘

削

9
ダ

ム
の

有
効

活
用

（
岩

尾
内

ダ
ム

の
利
水

容
量

買
い

上
げ

）
＋

河
道

掘
削

河
道

の
掘

削
堤

防
の
整

備
等

ダ
ム
の

有
効

活
用

（
岩

尾
内

ダ
ム

利
水
容

量
買

い
上

げ
）

河
道

の
掘

削

1
0
遊

水
地

（
名

寄
川

）
河

道
の
掘

削
堤

防
の
整

備
等

２
遊

水
地

（
名

寄
川

）
河

道
の
掘

削

1
1
遊

水
地

（
天

塩
川

+
名

寄
川

）
河

道
の
掘

削
堤

防
の
整

備
等

４
遊

水
地

（
天

塩
川

＋
名

寄
川

）
河

道
の
掘

削

1
2
ダ

ム
の

有
効

活
用

（
岩

尾
内

ダ
ム

か
さ
上

げ
）

＋
遊

水
地

河
道

の
掘

削
堤

防
の
整

備
等

ダ
ム

の
有

効
活

用
（
岩

尾
内

ダ
ム
か

さ
上

げ
）

２
遊

水
地

（
天

塩
川

＋
名

寄
川

）
河

道
の
掘

削

【
④

流
域

の
貯

留
・

浸
透

方
策

に
よ
り

河
道

の
洪

水
流

量
を
低

減
さ

せ
る

対
策

】

1
3
雨

水
貯

留
施

設
、

雨
水

浸
透

施
設

＋
河
道

掘
削

河
道

の
掘

削
堤

防
の
整

備
等

河
道

の
掘

削
雨

水
貯

留
施

設
雨

水
浸
透

施
設

1
4
水

田
等

の
保

全
（

機
能

向
上

）
＋

河
道
掘

削

河
道

の
掘

削
堤

防
の
整

備
等

河
道

の
掘

削
水

田
等

の
保

全
（

機
能

向
上

）

1
5
雨

水
貯

留
施

設
、

雨
水

浸
透

施
設

、
水
田

等
の

保
全

（
機

能
向

上
）

＋
河
道

掘
削

河
道

の
掘

削
堤

防
の
整

備
等

河
道

の
掘

削
雨

水
貯

留
施

設
雨

水
浸
透

施
設

水
田

等
の

保
全

（
機
能

向
上

）

現
行

計
画

河
川

を
中

心
と

し
た

方
策

流
域

を
中

心
と
し

た
方

策

ダ ム

河 道 改 修 等

ダ ム の 有 効 活 用

遊 水 地 （ 調 節 池 ） 等

放 水 路 （ 捷 水 路 ）

河 道 の 掘 削

引 堤

堤 防 の か さ 上 げ

雨 水 貯 留 施 設

雨 水 浸 透 施 設

水 田 等 の 保 全 （ 機 能 向 上 ）

【
③

洪
水

調
節

施
設

に
よ

り
洪

水
流
量

を
低

減
さ

せ
る
対

策
】

8
ダ

ム
の

有
効

活
用

（
岩

尾
内

ダ
ム

か
さ
上

げ
）

＋
河

道
掘

削

河
道

の
掘

削
堤

防
の
整

備
等

ダ
ム

の
有

効
活

用
（
岩

尾
内

ダ
ム
か

さ
上

げ
）

河
道

の
掘

削

9
ダ

ム
の

有
効

活
用

（
岩

尾
内

ダ
ム

の
利
水

容
量

買
い

上
げ

）
＋

河
道

掘
削

河
道

の
掘

削
堤

防
の
整

備
等

ダ
ム
の

有
効

活
用

（
岩

尾
内

ダ
ム

利
水
容

量
買

い
上

げ
）

河
道

の
掘

削

1
0
遊

水
地

（
名

寄
川

）
河

道
の
掘

削
堤

防
の
整

備
等

２
遊

水
地

（
名

寄
川

）
河

道
の
掘

削

1
1
遊

水
地

（
天

塩
川

+
名

寄
川

）
河

道
の
掘

削
堤

防
の
整

備
等

４
遊

水
地

（
天

塩
川

＋
名

寄
川

）
河

道
の
掘

削

1
2
ダ

ム
の

有
効

活
用

（
岩

尾
内

ダ
ム

か
さ
上

げ
）

＋
遊

水
地

河
道

の
掘

削
堤

防
の
整

備
等

ダ
ム

の
有

効
活

用
（
岩

尾
内

ダ
ム
か

さ
上

げ
）

２
遊

水
地

（
天

塩
川

＋
名

寄
川

）
河

道
の
掘

削

【
④

流
域

の
貯

留
・

浸
透

方
策

に
よ
り

河
道

の
洪

水
流

量
を
低

減
さ

せ
る

対
策

】

1
3
雨

水
貯

留
施

設
、

雨
水

浸
透

施
設

＋
河
道

掘
削

河
道

の
掘

削
堤

防
の
整

備
等

河
道

の
掘

削
雨

水
貯

留
施

設
雨

水
浸
透

施
設

1
4
水

田
等

の
保

全
（

機
能

向
上

）
＋

河
道
掘

削

河
道

の
掘

削
堤

防
の
整

備
等

河
道

の
掘

削
水

田
等

の
保

全
（

機
能

向
上

）

1
5
雨

水
貯

留
施

設
、

雨
水

浸
透

施
設

、
水
田

等
の

保
全

（
機

能
向

上
）

＋
河
道

掘
削

河
道

の
掘

削
堤

防
の
整

備
等

河
道

の
掘

削
雨

水
貯

留
施

設
雨

水
浸
透

施
設

水
田

等
の

保
全

（
機
能

向
上

）



 

 4-40 

 
(1) 【①河川整備計画】治水対策案-0 サンルダム 

 
【対策案の概要】 
・河道改修を実施するとともに、サンルダムの建設により河川整備計画の治水安全

度を確保する。 
・河道の掘削により影響がある橋梁等の構造物は改築等を行う。 
・掘削土を活用し、河道断面が不足する区間について、新たな堤防の整備、堤防の

拡築・強化を行う。 
・サンルダム本体及び付替道路等の工事を行う。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 治水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整 
は行っていない。 

※ 対策箇所や数量については平成 22年度末時点のものである。 

 
 

凡 例
■ 基準地点

[  ] 整備計画目標流量
既設ダム
検証中ダム

名
寄
川

岩
尾
内
ダ
ム

日
本
海

■誉平

3,900m3/s
[4,400m3/s]

真
勲
別
■

■名寄大橋

1
,2

0
0
m

3
/
s

[1
,5

0
0
m

3
/
s]

サンル川

サ
ン
ル
ダ
ム

1,800m3/s
[2,000m3/s]

凡 例
■ 基準地点

[  ] 整備計画目標流量
既設ダム
検証中ダム

凡 例
■ 基準地点

[  ] 整備計画目標流量
既設ダム
検証中ダム

名
寄
川

岩
尾
内
ダ
ム

日
本
海

■誉平

3,900m3/s
[4,400m3/s]

真
勲
別
■

■名寄大橋

1
,2

0
0
m

3
/
s

[1
,5

0
0
m

3
/
s]

サンル川

サ
ン
ル
ダ
ム

1,800m3/s
[2,000m3/s]

【治水対策案-0】 
■ダム 
 サンルダム 
■河道改修 
築堤等   約  540万 m3 
護岸    約  6.0km 
河道掘削等 約  880万 m3 
樋門・樋管     69箇所 
橋梁改築等      6橋 
堰          1基 
用地補償  約   51ha 
家屋等補償     75戸 

 
※ 1: 誉 平 の [4,400m3/s] 、 名 寄 大 橋

[2,000m3/s]、真勲別[1,500m3/s]は河川整備

計画の目標流量 
※2:[ ]の無い数値は、河道の配分流量 

基準地点 
既設ダム 
検証中ダム 
 
 

概略検討 
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(2) 【②河道改修を中心とした対策】治水対策案-1 河道掘削 

 
【対策案の概要】 
・河川の流下断面積が不足する箇所においては、さらに河道の掘削及び河道内の樹

木伐採により河川整備計画と同程度の治水安全度を確保する。 
・河道の掘削により影響がある橋梁等の構造物は改築等を行う。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 治水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。 
※ 対策箇所や数量については平成 22年度末時点のものである。 
※ 河川整備計画に盛り込まれている河道改修を実施するとともに、河川整備計画と同程度の治水安全度を確保するため治水

対策案を実施する。 

 

凡 例
■ 基準地点

[  ] 整備計画目標流量
既設ダム

凡 例
■ 基準地点

[  ] 整備計画目標流量
既設ダム

名
寄
川

岩
尾
内
ダ
ム

日
本
海

■誉平

4,200m3/s
[4,400m3/s]

真
勲
別
■

■名寄大橋

1
,5

0
0
m

3
/
s

[1
,5

0
0
m

3
/
s]

サンル川

1,800m3/s
[2,000m3/s]

【治水対策案-1】 
■河道改修 
築堤等   約  540万 m3 
護岸    約 10.2km 
河道掘削等 約 1,430万 m3 
樋門・樋管     69箇所 
橋梁改築等      8橋 
堰          2基 
用地補償  約   51ha 
家屋等補償     75戸 

 
※ 1: 誉 平 の [4,400m3/s] 、 名 寄 大 橋

[2,000m3/s]、真勲別[1,500m3/s]は河川整備

計画の目標流量 
※2:[ ]の無い数値は、本対策案において、

当該地点より上流の洪水調節施設により調

節した場合の河道を流下する流量 

基準地点 
既設ダム 
 
 
 

概略検討 
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(3) 【②河道改修を中心とした対策】治水対策案-2 引堤 

 
【対策案の概要】 
・引堤により河川整備計画と同程度の治水安全度を確保する。 
・引堤により影響がある橋梁等の構造物は改築等を行う。 
・引堤に伴い、家屋移転等の用地補償を行う。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 治水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。 
※ 対策箇所や数量については平成 22年度末時点のものである。 
※ 河川整備計画に盛り込まれている河道改修を実施するとともに、河川整備計画と同程度の治水安全度を確保するため治水

対策案を実施する。 

 
 
 
 

凡 例
■ 基準地点

[  ] 整備計画目標流量
既設ダム

凡 例
■ 基準地点

[  ] 整備計画目標流量
既設ダム

名
寄
川

岩
尾
内
ダ
ム

日
本
海

■誉平

4,200m3/s
[4,400m3/s]

真
勲
別
■

■名寄大橋

1
,5

0
0
m

3
/
s

[1
,5

0
0
m

3
/
s]

サンル川

1,800m3/s
[2,000m3/s]

【治水対策案-2】 
■河道改修 
築堤等   約  910万 m3 
護岸    約  6.0km 
河道掘削等 約  880万 m3 
樋門・樋管     86箇所 
橋梁改築等     20橋 
堰          1基 
用地補償  約 1,072ha 
家屋等補償    472戸 

 
※ 1: 誉 平 の [4,400m3/s] 、 名 寄 大 橋

[2,000m3/s]、真勲別[1,500m3/s]は河川整備

計画の目標流量 
※2:[ ]の無い数値は、本対策案において、

当該地点より上流の洪水調節施設により調

節した場合の河道を流下する流量 

基準地点 
既設ダム 
 
 
 

概略検討 
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(4) 【②河道改修を中心とした対策】治水対策案-3 引堤(現況の高水敷を確保) 

     ＋河道掘削 
 

【対策案の概要】 
・現況の高水敷幅を確保した引堤とさらに河道の掘削及び河道内の樹木伐採により

河川整備計画と同程度の治水安全度を確保する。 
・引堤と河道の掘削により影響がある橋梁等の構造物は改築等を行う。 
・引堤に伴い、家屋移転等の用地補償を行う。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 治水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。 
※ 対策箇所や数量については平成 22年度末時点のものである。 
※ 河川整備計画に盛り込まれている河道改修を実施するとともに、河川整備計画と同程度の治水安全度を確保するため治水

対策案を実施する。 

 
 
 

凡 例
■ 基準地点

[  ] 整備計画目標流量
既設ダム

凡 例
■ 基準地点

[  ] 整備計画目標流量
既設ダム

名
寄
川

岩
尾
内
ダ
ム

日
本
海

■誉平

4,200m3/s
[4,400m3/s]

真
勲
別
■

■名寄大橋

1
,5

0
0
m

3
/
s

[1
,5

0
0
m

3
/
s]

サンル川

1,800m3/s
[2,000m3/s]

【治水対策案-3】 
■河道改修 
築堤等   約  550万 m3 
護岸    約  8.7km 
河道掘削等 約 1,430万 m3 
樋門・樋管     70箇所 
橋梁改築等      9橋 
堰          2基 
用地補償  約  562ha 
家屋等補償    274戸 

 
※ 1: 誉 平 の [4,400m3/s] 、 名 寄 大 橋

[2,000m3/s]、真勲別[1,500m3/s]は河川整備

計画の目標流量 
※2:[ ]の無い数値は、本対策案において、

当該地点より上流の洪水調節施設により調

節した場合の河道を流下する流量 

基準地点 
既設ダム 
 
 
 

概略検討 



  

4-53 

 

図
 4
.2
.3
8(
1)
 
治
水
対
策
案
-3

に
お
け
る
検
討
箇
所
図
 



  

4-54 

 

図
 4
.2
.3
8(
2)
 
治
水
対
策
案
-3

に
お
け
る
検
討
箇
所
図
 



  

4-55 

 

図
 4
.2
.3
8(
3)
 
治
水
対
策
案
-3

に
お
け
る
検
討
箇
所
図
 



 

 4-56 

 
(5) 【②河道改修を中心とした対策】治水対策案-4 堤防かさ上げ 

 
【対策案の概要】 
・堤防のかさ上げにより河川整備計画と同程度の治水安全度を確保する。 
・堤防は堤外側にかさ上げすることを基本とし、用地買収が発生しないように 
行う。 

・堤防のかさ上げにより影響がある橋梁等の構造物は改築等を行う。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 治水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。 
※ 対策箇所や数量については平成 22年度末時点のものである。 
※ 河川整備計画に盛り込まれている河道改修を実施するとともに、河川整備計画と同程度の治水安全度を確保するため治水

対策案を実施する。 

 
 
 

凡 例
■ 基準地点

[  ] 整備計画目標流量
既設ダム

凡 例
■ 基準地点

[  ] 整備計画目標流量
既設ダム

名
寄
川

岩
尾
内
ダ
ム

日
本
海

■誉平

4,200m3/s
[4,400m3/s]

真
勲
別
■

■名寄大橋

1
,5

0
0
m

3
/
s

[1
,5

0
0
m

3
/
s]

サンル川

1,800m3/s
[2,000m3/s]

 
※ 1: 誉 平 の [4,400m3/s] 、 名 寄 大 橋

[2,000m3/s]、真勲別[1,500m3/s]は河川整備

計画の目標流量 
※2:[ ]の無い数値は、本対策案において、

当該地点より上流の洪水調節施設により調

節した場合の河道を流下する流量 

基準地点 
既設ダム 
 
 
 

【治水対策案-4】 
■河道改修 
築堤等   約  960万 m3 
護岸    約  6.0km 
河道掘削等 約  880万 m3 
樋門・樋管    134箇所 
橋梁改築等     28橋 
堰          2基 
揚排水機場      3基 
用地補償  約   51ha 
家屋等補償     75戸 

概略検討 



  

4-57 

 

図
 4
.2
.3
9(
1)
 
治
水
対
策
案
-4

に
お
け
る
検
討
箇
所
図
 



  

4-58 

 

図
 4
.2
.3
9(
2)
 
治
水
対
策
案
-4

に
お
け
る
検
討
箇
所
図
 



  

4-59 

 

図
 4
.2
.3
9(
3)
 
治
水
対
策
案
-4

に
お
け
る
検
討
箇
所
図



 

 4-60 

 
(6) 【②河道改修を中心とした対策】 

     治水対策案-5 堤防かさ上げ(市街地を除く区間)＋河道掘削 
 

【対策案の概要】 
・市街地を除く堤防整備区間において堤防かさ上げを実施し、河川の流下断面積が

不足する箇所においては、さらに河道の掘削及び河道内の樹木伐採することで河

川整備計画と同程度の治水安全度を確保する。 
・堤防は堤外側にかさ上げすることを基本とし、用地買収が発生しないように 
行う。 

・河道の掘削、堤防かさ上げにより影響がある橋梁等の構造物は改築等を行う。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 治水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。 
※ 対策箇所や数量については平成 22年度末時点のものである。 
※ 河川整備計画に盛り込まれている河道改修を実施するとともに、河川整備計画と同程度の治水安全度を確保するため治水

対策案を実施する。 

 
 

凡 例
■ 基準地点

[  ] 整備計画目標流量
既設ダム

凡 例
■ 基準地点

[  ] 整備計画目標流量
既設ダム

名
寄
川

岩
尾
内
ダ
ム

日
本
海

■誉平

4,200m3/s
[4,400m3/s]

真
勲
別
■

■名寄大橋

1
,5

0
0
m

3
/
s

[1
,5

0
0
m

3
/
s]

サンル川

1,800m3/s
[2,000m3/s]

【治水対策案-5】 
■河道改修 
築堤等   約  700万 m3 
護岸    約 10.2km 
河道掘削等 約 1,260万 m3 
樋門・樋管    101箇所 
橋梁改築等     22橋 
堰          2基 
用地補償  約   51ha 
家屋等補償     75戸 

 
※ 1: 誉 平 の [4,400m3/s] 、 名 寄 大 橋

[2,000m3/s]、真勲別[1,500m3/s]は河川整備

計画の目標流量 
※2:[ ]の無い数値は、本対策案において、

当該地点より上流の洪水調節施設により調

節した場合の河道を流下する流量 

基準地点 
既設ダム 
 
 
 

概略検討 
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(7) 【②河道改修を中心とした対策】治水対策案-6 放水路 

 
【対策案の概要】 
・サンルダム地点から最短の海岸までの放水路の建設により河川整備計画と同程度

の治水安全度を確保する。 
・河道の掘削により影響がある橋梁等の構造物は改築等を行う。 
・掘削土を活用し、河道断面が不足する区間について、新たな堤防の整備、堤防の

拡築・強化を行う。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 治水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。 
※ 対策箇所や数量については平成 22年度末時点のものである。 
※ 河川整備計画に盛り込まれている河道改修を実施するとともに、河川整備計画と同程度の治水安全度を確保するため治水

対策案を実施する。 

 
 
 

凡 例
■ 基準地点

[  ] 整備計画目標流量
既設ダム

名
寄
川

岩
尾
内
ダ
ム

日
本
海

■誉平

3,900m3/s
[4,400m3/s]

真
勲
別
■

■名寄大橋

1
,2

0
0
m

3
/
s

[1
,5

0
0
m

3
/
s]

サンル川

放
水
路

1,800m3/s
[2,000m3/s]

【治水対策案-6】 
■放水路 
工事延長  約   40km 
■河道改修 
築堤等   約  540万 m3 
護岸    約  6.0km 
河道掘削等 約  880万 m3 
樋門・樋管     69箇所 
橋梁改築等      6橋 
堰          1基 
用地補償  約   51ha 
家屋等補償     75戸 

 
※ 1: 誉 平 の [4,400m3/s] 、 名 寄 大 橋

[2,000m3/s]、真勲別[1,500m3/s]は河川整備

計画の目標流量 
※2:[ ]の無い数値は、本対策案において、

当該地点より上流の洪水調節施設により調

節した場合の河道を流下する流量 

基準地点 
既設ダム 
 
 
 

概略検討 
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(8) 【②河道改修を中心とした対策】治水対策案-7 放水路（捷水路）＋河道掘削 

 
【対策案の概要】 
・河道の湾曲部で沿川の市街地上流で分岐させることが可能な場合に、市街地下流

に流す新水路の整備を行い、さらに、河川の流下断面積が不足する箇所において

は、河道の掘削及び河道内の樹木伐採により河川整備計画と同程度の治水安全度

を確保する。 
・河道の掘削により影響がある橋梁等の構造物は改築等を行う。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
※ 治水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。 
※ 対策箇所や数量については平成 22年度末時点のものである。 
※ 河川整備計画に盛り込まれている河道改修を実施するとともに、河川整備計画と同程度の治水安全度を確保するため治水

対策案を実施する。 

 
 
 

凡 例
■ 基準地点

[  ] 整備計画目標流量
既設ダム

凡 例
■ 基準地点

[  ] 整備計画目標流量
既設ダム

名
寄
川

岩
尾
内
ダ
ム

日
本
海

■誉平

4,200m3/s
[4,400m3/s]

真
勲
別
■

■名寄大橋

1
,5

0
0
m

3
/
s

[1
,5

0
0
m

3
/
s]

サンル川

1,800m3/s
[2,000m3/s]

【治水対策案-7】 
■捷水路 
工事延長  約   20km 
■河道改修 
築堤等   約  540万 m3 
護岸    約  9.3km 
河道掘削等 約 1,290万 m3 
樋門・樋管     69箇所 
橋梁改築等      8橋 
堰          2基 
用地補償  約   51ha 
家屋等補償     75戸 

 
※ 1: 誉 平 の [4,400m3/s] 、 名 寄 大 橋

[2,000m3/s]、真勲別[1,500m3/s]は河川整備

計画の目標流量 
※2:[ ]の無い数値は、本対策案において、

当該地点より上流の洪水調節施設により調

節した場合の河道を流下する流量 

基準地点 
既設ダム 
 
 
 

概略検討 
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(9) 【③洪水調節施設により洪水流量を低減させる対策】 

     治水対策案-8 ダムの有効活用(岩尾内ダムかさ上げ)＋河道掘削 
 

【対策案の概要】 
・既設の岩尾内ダムのかさ上げを行い、河川の流下断面積が不足する箇所において

は、さらに、河道の掘削及び河道内の樹木伐採により河川整備計画と同程度の治

水安全度を確保する。 
・既設の岩尾内ダムについて、約 3mのかさ上げを行う。 
・岩尾内ダムのかさ上げに伴い、家屋移転等の用地補償を行う。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 治水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整 
は行っていない。 

※ 対策箇所や数量については平成 22年度末時点のものである。 
※ 河川整備計画に盛り込まれている河道改修を実施するとともに、河川整備計画と 

同程度の治水安全度を確保するため治水対策案を実施する。 

 
 

 

凡 例
■ 基準地点

[  ] 整備計画目標流量
既設ダムの有効活用

名
寄
川

岩
尾
内
ダ
ム

日
本
海

■誉平

4,100m3/s
[4,400m3/s]

真
勲
別
■

■名寄大橋

1
,5

0
0
m

3
/
s

[1
,5

0
0
m

3
/
s]

サンル川

1,600m3/s
[2,000m3/s]

【治水対策案-8】 
■岩尾内ダムかさ上げ 
かさ上げ高 約    3m 
用地補償  約   20ha 
■河道改修 
築堤等   約  540万 m3 
護岸    約  8.8km 
河道掘削等 約 1,240万 m3 
樋門・樋管     69箇所 
橋梁改築等      7橋 
堰          2基 
用地補償  約   51ha 
家屋等補償     75戸 

 
※ 1: 誉 平 の [4,400m3/s] 、 名 寄 大 橋

[2,000m3/s]、真勲別[1,500m3/s]は河川整備

計画の目標流量 
※2:[ ]の無い数値は、本対策案において、

当該地点より上流の洪水調節施設により調

節した場合の河道を流下する流量 

基準地点 
既設ダム 
 
 
 

概略検討 
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(10) 【③洪水調節施設により洪水流量を低減させる対策】 

     治水対策案-9 ダムの有効活用(岩尾内ダム利水容量買い上げ)＋河道掘削 
 

【対策案の概要】 
・既設の岩尾内ダムの利水容量買い上げを行い、河川の流下断面積が不足する箇所

においては、さらに、河道の掘削及び河道内の樹木伐採により河川整備計画と同

程度の治水安全度を確保する。 
・岩尾内ダムについて、第 1期洪水期（7/1～9/30）の利水容量（約 4,770m3/s）の

うち、約 1,300万 m3の買い上げを行う。 
・河道の掘削により影響がある橋梁等の構造物は改築等を行う。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
※ 治水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。 
※ 対策箇所や数量については平成 22年度末時点のものである。 
※ 河川整備計画に盛り込まれている河道改修を実施するとともに、河川整備計画と同程度の治水安全度を確保するため治水

対策案を実施する。 

 
 
 
 

凡 例
■ 基準地点

[  ] 整備計画目標流量
既設ダムの有効活用

名
寄
川

岩
尾
内
ダ
ム

日
本
海

■誉平

4,100m3/s
[4,400m3/s]

真
勲
別
■

■名寄大橋

1
,5

0
0
m

3
/
s

[1
,5

0
0
m

3
/
s]

サンル川

1,600m3/s
[2,000m3/s]

【治水対策案-9】 
■岩尾内利水容量買い上げ 
容量    約 1,300万 m3 
■河道改修 
築堤等   約  540万 m3 
護岸    約  9.3km 
河道掘削等 約 1,290万 m3 
樋門・樋管     69箇所 
橋梁改築等      8橋 
堰          2基 
用地補償  約   51ha 
家屋等補償     75戸 

 
※ 1: 誉 平 の [4,400m3/s] 、 名 寄 大 橋

[2,000m3/s]、真勲別[1,500m3/s]は河川整備

計画の目標流量 
※2:[ ]の無い数値は、本対策案において、

当該地点より上流の洪水調節施設により調

節した場合の河道を流下する流量 

基準地点 
既設ダム 
 
 
 

概略検討 
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(11) 【③洪水調節施設により洪水流量を低減させる対策】 

     治水対策案-10 遊水地(名寄川) 
 

【対策案の概要】 
・河道改修を実施するとともに、名寄川沿いに遊水地を設置することにより河川整

備計画の治水安全度を確保する。遊水地の設置により、誉平地点における河川整

備計画目標流量 4,400m3/sのうち 300m3/sを調節する。 
・河道の掘削により影響がある橋梁等の構造物は改築等を行う。 
・掘削土を活用し、河道断面が不足する区間について、新たな堤防の整備、堤防の

拡築・強化を行う。 
・名寄川沿いに遊水地を設置する。 
・遊水地内の農地については、営農が可能な地役権補償を行う。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 治水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整 
は行っていない。 

※ 対策箇所や数量については平成 22年度末時点のものである。 
※ 河川整備計画に盛り込まれている河道改修を実施するとともに、河川整備計画と 

同程度の治水安全度を確保するため治水対策案を実施する。 

 
 
 

名
寄
川

岩
尾
内
ダ
ム

日
本
海

■誉平

3,900m3/s
[4,400m3/s]

真
勲
別
■

■名寄大橋

1
,2

0
0
m

3
/
s

[1
,5

0
0
m

3
/
s]

サンル川

1,800m3/s
[2,000m3/s]

凡 例
■ 基準地点

[  ] 整備計画目標流量
既設ダム
遊水地

凡 例
■ 基準地点

[  ] 整備計画目標流量
既設ダム
遊水地

【治水対策案-10】 
■遊水地 2箇所 970ha 
築堤等   約  330万 m3 
掘削等   約  110万 m3 
用地補償  約  970ha 
家屋等補償    582戸 
■河道改修 
築堤等   約  540万 m3 
護岸    約  6.0km 
河道掘削等 約  880万 m3 
樋門・樋管     69箇所 
橋梁改築等      6橋 
堰          1基 
用地補償  約   51ha 
家屋等補償     75戸 

基準地点 
既設ダム 
遊水地 
 
 

概略検討 

※ 1: 誉 平 の [4,400m3/s] 、 名 寄 大 橋

[2,000m3/s]、真勲別[1,500m3/s]は河川整備

計画の目標流量 
※2:[ ]の無い数値は、本対策案において、

当該地点より上流の洪水調節施設により調

節した場合の河道を流下する流量 
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(12) 【③洪水調節施設により洪水流量を低減させる対策】 

     治水対策案-11 遊水地(天塩川＋名寄川) 
 

【対策案の概要】 
・天塩川・名寄川沿いに遊水地を設置し、河川の流下断面積が不足する箇所におい

ては、さらに、河道の掘削及び河道内の樹木伐採により河川整備計画と同程度の

治水安全度を確保する。遊水地の設置により、誉平地点における河川整備計画目

標流量 4,400m3/sのうち 300m3/sを調節する。 
・河道の掘削により影響がある橋梁等の構造物は改築等を行う。 
・掘削土を活用し、河道断面が不足する区間について、新たな堤防の整備、堤防の

拡築・強化を行う。 
・天塩川・名寄川沿いに遊水地を 4箇所設置する。 
・遊水地内の農地については、営農が可能な地役権補償を行う。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 治水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整 
は行っていない。 

※ 対策箇所や数量については平成 22年度末時点のものである。 
※ 河川整備計画に盛り込まれている河道改修を実施するとともに、河川整備計画と 

同程度の治水安全度を確保するため治水対策案を実施する。 

 
 
 

【治水対策案-11】 
■遊水地 4箇所 456ha 
周囲堤等  約   80万 m3 
掘削等   約   50万 m3 
用地補償等 約  456ha 
家屋等補償    162戸 
■河道改修 
築堤等   約  540万 m3 
護岸    約  8.2km 
河道掘削等 約  980万 m3 
樋門・樋管     69箇所 
橋梁改築等      7橋 
堰          1基 
用地補償  約   51ha 
家屋等補償     75戸 

※ 1: 誉 平 の [4,400m3/s] 、 名 寄 大 橋

[2,000m3/s]、真勲別[1,500m3/s]は河川整備

計画の目標流量 
※2:[ ]の無い数値は、本対策案において、

当該地点より上流の洪水調節施設により調

節した場合の河道を流下する流量 

基準地点 
既設ダム 
遊水地 
 
 

概略検討 

名
寄
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設
）
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尾
内
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日
本
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■誉平
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勲
別
■

■名寄大橋

1
,4

0
0
m

3
/
s

[1
,5

0
0
m

3
/
s]

サンル川

1,800m3/s
[2,000m3/s]
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日
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サンル川

1,800m3/s
[2,000m3/s]
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(13) 【③洪水調節施設により洪水流量を低減させる対策】 

     治水対策案-12 ダムの有効活用(岩尾内ダムかさ上げ)＋遊水地 
 

【対策案の概要】 
・既設の岩尾内ダムのかさ上げを行い、さらに、天塩川沿いに遊水地（地役権方式）

を設置し、河川の流下断面積が不足する箇所においては、河道の掘削及び河道内

の樹木伐採により河川整備計画と同程度の治水安全度を確保する。 
・既設の岩尾内ダムについて、約 3mのかさ上げを行う。 
・岩尾内ダムのかさ上げに伴い、家屋移転等の用地補償を行う。 
・掘削土を活用し、河道断面が不足する区間について、新たな堤防の整備、堤防の

拡築・強化を行う。 
・河道掘削量を抑えるため、治水対策案-11 の遊水地のうち上流側とし、洪水調節

できる区間が長い 2遊水地を天塩川・名寄川沿いに設置する。 
・遊水地内の農地については、営農が可能な地役権補償を行う。 
・河道の掘削により影響がある橋梁等の構造物は改築等を行う。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 治水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整 
は行っていない。 

※ 対策箇所や数量については平成 22年度末時点のものである。 
※ 河川整備計画に盛り込まれている河道改修を実施するとともに、河川整備計画と 

同程度の治水安全度を確保するため治水対策案を実施する。 

 
 
 
 

 

凡 例
■ 基準地点

[  ] 整備計画目標流量
既設ダムの有効活用
遊水地

名
寄
川

岩
尾
内
ダ
ム

日
本
海

■誉平

3,900m3/s
[4,400m3/s]

真
勲
別
■

■名寄大橋

1
,4

0
0
m

3
/
s

[1
,5

0
0
m

3
/
s]

サンル川

1,600m3/s
[2,000m3/s]

【治水対策案-12】 
■岩尾内ダムかさ上げ 
かさ上げ高 約    3m 
用地補償  約   20ha 
■遊水地 2箇所 334ha 
築堤等   約   50万 m3 
掘削等   約   30万 m3 
用地補償  約  334ha 
家屋等補償    129戸 
■河道改修 
築堤等   約  470万 m3 
護岸    約  8.2km 
河道掘削等 約  970万 m3 
樋門・樋管     69箇所 
橋梁改築等      7橋 
堰          1基 
用地補償  約   51ha 
家屋等補償     75戸 

※ 1: 誉 平 の [4,400m3/s] 、 名 寄 大 橋

[2,000m3/s]、真勲別[1,500m3/s]は河川整備

計画の目標流量 
※2:[ ]の無い数値は、本対策案において、

当該地点より上流の洪水調節施設により調

節した場合の河道を流下する流量 

基準地点 
既設ダム 
遊水地 
 
 

概略検討 
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(14) 【④流域の貯留・浸透方策により河道の洪水流量を低減させる対策】 

     治水対策案-13 雨水貯留施設、雨水浸透施設＋河道掘削 
 

【対策案の概要】 
・雨水貯留施設、雨水浸透施設の設置を行う。河川の流下断面積が不足する箇所に

おいては、さらに、河道の掘削及び河道内の樹木伐採により河川整備計画と同程

度の治水安全度を確保する。 
・公園や学校（校庭）面積の約 7km2を対象として雨水貯留施設を新設する。 
・市街地面積の約 44km2を対象として雨水浸透施設の整備を行う。 
・河道の掘削により影響がある橋梁等の構造物は改築等を行う。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 治水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整 
は行っていない。 

※ 対策箇所や数量については平成 22年度末時点のものである。 
※ 河川整備計画に盛り込まれている河道改修を実施するとともに、河川整備計画と 

同程度の治水安全度を確保するため治水対策案を実施する。 

 
 
 

 

凡 例
■ 基準地点

[  ] 整備計画目標流量
既設ダム

凡 例
■ 基準地点

[  ] 整備計画目標流量
既設ダム

名
寄
川

岩
尾
内
ダ
ム

日
本
海

■誉平

4,200m3/s
[4,400m3/s]

真
勲
別
■

■名寄大橋

1
,5

0
0
m

3
/
s

[1
,5

0
0
m

3
/
s]

サンル川

1,800m3/s
[2,000m3/s]

雨水貯留施設・雨水浸透施
設の効果量：約10ｍ3/ｓ

【治水対策案-13】 
■雨水貯留施設 
 7km2を対象 
■雨水浸透施設 
 44km2を対象 
■河道改修 
築堤等   約  540万 m3 
護岸    約 10.2km 
河道掘削等 約 1,420万 m3 
樋門・樋管     69箇所 
橋梁改築等      8橋 
堰          2基 
用地補償  約   51ha 
家屋等補償     75戸 

 
※ 1: 誉 平 の [4,400m3/s] 、 名 寄 大 橋

[2,000m3/s]、真勲別[1,500m3/s]は河川整備

計画の目標流量 
※2:[ ]の無い数値は、本対策案において、

当該地点より上流の洪水調節施設により調

節した場合の河道を流下する流量 

基準地点 
既設ダム 
 
 
 

概略検討 
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(15) 【④流域の貯留・浸透方策により河道の洪水流量を低減させる対策】 

     治水対策案-14 水田等の保全(機能向上)＋河道掘削 
 

【対策案の概要】 
・流域内の水田等の保全（機能向上）を行う。河川の流下断面積が不足する箇所に

おいては、さらに、河道の掘削及び河道内の樹木伐採により河川整備計画と同程

度の治水安全度を確保する。 
・水田約 161km2を対象とし、畦畔のかさ上げ等を行い、機能向上を図る。 
・河道の掘削により影響がある橋梁等の構造物は改築等を行う。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
※ 治水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。 
※ 対策箇所や数量については平成 22年度末時点のものである。 
※ 河川整備計画に盛り込まれている河道改修を実施するとともに、河川整備計画と同程度の治水安全度を確保するため治水

対策案を実施する。 

 
 
 

凡 例
■ 基準地点

[  ] 整備計画目標流量
既設ダム

凡 例
■ 基準地点

[  ] 整備計画目標流量
既設ダム

名
寄
川

岩
尾
内
ダ
ム

日
本
海

■誉平

4,200m3/s
[4,400m3/s]

真
勲
別
■

■名寄大橋

1
,5

0
0
m

3
/
s

[1
,5

0
0
m

3
/
s]

サンル川

1,800m3/s
[2,000m3/s]

水田等の保全の効果量：
約20ｍ3/ｓ

【治水対策案-14】 
■水田貯留施設 
 161km2を対象 
■河道改修 
築堤等   約  540万 m3 
護岸    約 10.2km 
河道掘削等 約 1,420万 m3 
樋門・樋管     69箇所 
橋梁改築等      8橋 
堰          2基 
用地補償  約   51ha 
家屋等補償     75戸 

 
※ 1: 誉 平 の [4,400m3/s] 、 名 寄 大 橋

[2,000m3/s]、真勲別[1,500m3/s]は河川整備

計画の目標流量 
※2:[ ]の無い数値は、本対策案において、

当該地点より上流の洪水調節施設により調

節した場合の河道を流下する流量 

基準地点 
既設ダム 
 
 
 

概略検討 
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(16) 【④流域の貯留・浸透方策により河道の洪水流量を低減させる対策】 

    治水対策案-15 雨水貯留施設、雨水浸透施設、水田等の保全(機能向上)＋河道掘削 
 

【対策案の概要】 
・雨水貯留施設、雨水浸透施設を設置し、さらに流域内の水田等の保全（機能向上）

を行う。河川の流下断面積が不足する箇所においては、さらに、河道の掘削及び

河道内の樹木伐採により河川整備計画と同程度の治水安全度を確保する。 
・公園や学校（校庭）面積の約 7km2を対象として雨水貯留施設を新設する。 
・市街地面積の約 44km2を対象として雨水浸透施設の整備を行う。 
・水田約 161km2を対象とし、畦畔のかさ上げ等を行い、機能向上を図る。 
・河道の掘削により影響がある橋梁等の構造物は改築等を行う。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 治水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整 
は行っていない。 

※ 対策箇所や数量については平成 22年度末時点のものである。 
※ 河川整備計画に盛り込まれている河道改修を実施するとともに、河川整備計画と 

同程度の治水安全度を確保するため治水対策案を実施する。 

 
 
 

凡 例
■ 基準地点

[  ] 整備計画目標流量
既設ダム

凡 例
■ 基準地点

[  ] 整備計画目標流量
既設ダム

名
寄
川

岩
尾
内
ダ
ム

日
本
海

■誉平

4,200m3/s
[4,400m3/s]

真
勲
別
■

■名寄大橋

1
,5

0
0
m

3
/
s

[1
,5

0
0
m

3
/
s]

サンル川

1,800m3/s
[2,000m3/s]

雨水貯留施設・雨水浸透施
設の効果量：約10ｍ3/ｓ
水田等の保全の効果量：
約20ｍ3/ｓ

【治水対策案-15】 
■雨水貯留施設 
 7km2を対象 
■雨水浸透施設 
 44km2を対象 
■水田貯留施設 
 161km2を対象 
■河道改修 
築堤等   約  540万 m3 
護岸    約 10.2km 
河道掘削等 約 1,410万 m3 
樋門・樋管     69箇所 
橋梁改築等      8橋 
堰          2基 
用地補償  約   51ha 
家屋等補償     75戸 

 
※ 1: 誉 平 の [4,400m3/s] 、 名 寄 大 橋

[2,000m3/s]、真勲別[1,500m3/s]は河川整備

計画の目標流量 
※2:[ ]の無い数値は、本対策案において、

当該地点より上流の洪水調節施設により調

節した場合の河道を流下する流量 

基準地点 
既設ダム 
 
 
 

概略検討 
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4.2.4 概略評価 
4.2.3で立案した複数の治水対策案について、検討主体で概略評価（案）

を作成し、この概略評価（案）に対して関係河川使用者、サンルダム建設事

業の関係地方公共団体からなる検討の場の構成員から意見を聴くとともに

パブリックコメントにより意見を募集した。そして、関係者等の意見を踏ま

え概略評価を再整理した。 
 

4.2.4.1 概略評価（案）の作成 
4.2.3で立案した複数の治水対策案をグループに分類し、各グループから

コスト等の観点から有利な案を 1～2案抽出する概略評価（案）を作成した。 
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表
 4
.2
.5
 
治
水
対
策
案
の
概
略
評
価
（
案

）
(1
) 

分
類

 
N

o
治

水
対

策
案

 
完

成
ま

で
に

 

要
す

る
費

用
 

実
施

に
あ

た
っ

て
の

留
意

事
項

 
抽

出

（
案

）
棄

却
理

由
 

 
【
①

河
川

整
備

 

 
計

画
】
 

0
サ

ン
ル

ダ
ム

 
約

8
0
0

億
円

 
・
民

有
地

の
買

収
及

び
家

屋
移

転
は

完
了

し
て

い
る

。
 

○
 

 
 

1
河

道
掘

削
 

約
1
,0

0
0

億
円

・
河

道
内

の
対

策
が

中
心

で
あ

り
、

新
た

に
大

き
く
必

要
と

な
る

用
地

や
補

償
は

生
じ

な
い

。
 

○
 

 
 

2
引

堤
 

約
1
,4

0
0

億
円

・
引

堤
に

か
か

る
地

域
の

合
意

形
成

や
新

た
な

補
償

等
が

必

要
。

 
－

 

河
道

掘
削

案
(治

水
対

策
案

-
1
)及

び
引

堤
＋

河
道

掘
削

案
（
治

水

対
策

案
-
3
）
に

比
べ

、
コ

ス
ト

が
高

く
、

ま
た

、
引

堤
の

た
め

に
新

た

な
用

地
が

必
要

と
な

る
な

ど
地

域
へ

の
影

響
が

大
き

い
と

考
え

ら
れ

る
。

 

3
引

堤
(現

況
の

高
水

敷
を

確
保

）

+
河

道
掘

削
 

約
1
,1

0
0

億
円

・
引

堤
に

か
か

る
地

域
の

合
意

形
成

や
新

た
な

補
償

等
が

必

要
。

 
○

 
  

4
堤

防
か

さ
上

げ
 

約
1
,5

0
0

億
円

・
堤

防
か

さ
上

げ
等

に
か

か
る

地
域

の
合

意
形

成
や

橋
梁

等

の
構

造
物

の
改

築
が

必
要

。
 

・
万

一
破

堤
し

た
際

の
被

害
が

大
き

く
な

る
恐

れ
が

あ
る

た
め

、

地
域

と
の

合
意

形
成

が
必

要
で

あ
る

。
 

－
 

河
道

掘
削

案
(治

水
対

策
案

-
1
)及

び
引

堤
＋

河
道

掘
削

案
（
治

水

対
策

案
-
3
）
に

比
べ

、
コ

ス
ト

が
高

く
、

ま
た

、
堤

防
か

さ
上

げ
に

伴

い
新

た
に

橋
梁

の
架

け
換

え
が

必
要

と
な

る
な

ど
地

域
へ

の
影

響

が
大

き
い

と
考

え
ら

れ
る

。
 

5
堤

防
か

さ
上

げ
（
市

街
地

を
除

く

区
間

）
＋

河
道

掘
削

 
約

1
,4

0
0

億
円

・
堤

防
か

さ
上

げ
等

に
か

か
る

地
域

の
合

意
形

成
や

橋
梁

等

の
構

造
物

の
改

築
等

が
必

要
。

 

・
万

一
破

堤
し

た
際

の
被

害
が

大
き

く
な

る
恐

れ
が

あ
る

た
め

、

地
域

と
の

合
意

形
成

が
必

要
で

あ
る

。
 

－
 

河
道

掘
削

案
(治

水
対

策
案

-
1
)及

び
引

堤
＋

河
道

掘
削

案
（
治

水

対
策

案
-
3
）
に

比
べ

、
コ

ス
ト

が
高

く
、

ま
た

、
堤

防
か

さ
上

げ
に

伴

い
新

た
に

橋
梁

の
架

け
替

え
が

必
要

と
な

る
な

ど
地

域
へ

の
影

響

が
大

き
い

と
考

え
ら

れ
る

。
 

6
放

水
路

 
約

2
,0

0
0

億
円

・
放

水
路

の
整

備
に

か
か

る
地

域
の

合
意

形
成

や
新

た
な

補

償
等

が
必

要
。

 
－

 

河
道

掘
削

案
(治

水
対

策
案

-
1
)及

び
引

堤
＋

河
道

掘
削

案
（
治

水

対
策

案
-
3
）
に

比
べ

、
コ

ス
ト

が
高

く
、

ま
た

、
放

水
路

の
整

備
に

伴

い
影

響
が

あ
る

構
造

物
の

改
築

、
新

た
な

用
地

が
必

要
と

な
る

な
ど

地
域

へ
の

影
響

が
大

き
い

と
考

え
ら

れ
る

。
 

 
【
②

河
道

改
修

 

 
を

中
心

と
し

た
 

 
対

策
】
 

7
放

水
路

（
捷

水
路

）
+
河

道
掘

削
約

1
,8

0
0

億
円

・
捷

水
路

の
整

備
に

か
か

る
地

域
の

合
意

形
成

や
新

た
な

補

償
等

が
必

要
。

 
－

 

河
道

掘
削

案
(治

水
対

策
案

-
1
)及

び
引

堤
＋

河
道

掘
削

案
（
治

水

対
策

案
-
3
）
に

比
べ

、
コ

ス
ト

が
高

く
、

ま
た

、
捷

水
路

の
整

備
に

伴

い
影

響
が

あ
る

構
造

物
の

改
築

、
新

た
な

用
地

が
必

要
と

な
る

な
ど

地
域

へ
の

影
響

が
大

き
い

と
考

え
ら

れ
る

。
 

 （
注
）
完
成
ま
で

に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
度
以
降
の
残
事
業
費
で
あ
る
。
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表
 4
.2
.6
 
治
水
対
策
案
の
概
略
評
価
（
案
）
(2
) 

分
類

 
N

o
治

水
対

策
案

 
完

成
ま

で
に

 

要
す

る
費

用
 

実
施

に
あ

た
っ

て
の

留
意

事
項

 
抽

出

（
案

）
棄

却
理

由
 

8
ダ

ム
の

有
効

活
用

（
岩

尾
内

ダ

ム
か

さ
上

げ
）
＋

河
道

掘
削

 
約

1
,2

0
0

億
円

・
岩

尾
内

ダ
ム

か
さ

上
げ

に
か

か
る

地
域

の
合

意
形

成
や

新
た

な
補

償
等

が
必

要
。

 
－

 

遊
水

地
案

(治
水

対
策

案
-
1
1
)に

比
べ

、
コ

ス
ト

が
高

く
、

ま
た

、
岩

尾
内

ダ
ム

か
さ

上
げ

に
伴

い
新

た
に

橋
梁

の
架

け
変

え
が

必
要

と

な
る

な
ど

地
域

へ
の

影
響

が
大

き
い

と
考

え
ら

れ
る

。
 

9

ダ
ム

の
有

効
活

用
（
岩

尾
内

ダ

ム
の

利
水

容
量

買
い

上
げ

）
＋

河
道

掘
削

 

不
確

定
 

・
岩

尾
内

ダ
ム

に
関

係
す

る
利

水
者

に
対

し
て

合
意

が
必

要
と

な
る

。
 

○
 

 
 

1
0

遊
水

地
（
名

寄
川

）
 

約
1
,4

0
0

億
円

・
名

寄
川

沿
川

の
農

地
の

ほ
と

ん
ど

が
遊

水
地

と
な

り
、

遊
水

地
整

備
に

か
か

る
地

域
の

合
意

形
成

や
新

た
な

補
償

等
が

必

要
。

 

－
 

遊
水

地
案

(治
水

対
策

案
-
1
1
)に

比
べ

、
コ

ス
ト

が
高

く
、

ま
た

、
名

寄
川

沿
川

の
農

地
の

ほ
と

ん
ど

が
遊

水
地

と
な

り
、

地
域

に
与

え
る

影
響

が
大

き
い

と
考

え
ら

れ
る

。
 

1
1

遊
水

地
（
天

塩
川

+
名

寄
川

）
 

約
1
,1

0
0

億
円

・
遊

水
地

整
備

に
か

か
る

地
域

の
合

意
形

成
や

新
た

な
補

償

等
が

必
要

。
 

○
 

 
 

 
【
③

洪
水

調
節

 

 
施

設
に

よ
り

 

 
洪

水
流

量
を

 

 
低

減
さ

せ
る

 

 
対

策
】
 

1
2

ダ
ム

の
有

効
活

用
（
岩

尾
内

ダ

ム
か

さ
上

げ
）
＋

遊
水

地
 

約
1
,3

0
0

億
円

・
岩

尾
内

ダ
ム

か
さ

上
げ

、
遊

水
地

整
備

に
か

か
る

地
域

の
合

意
形

成
や

新
た

な
補

償
等

が
必

要
。

 
－

 

遊
水

地
案

(治
水

対
策

案
-
1
1
)に

比
べ

、
コ

ス
ト

が
高

く
、

ま
た

、
岩

尾
内

ダ
ム

か
さ

上
げ

に
伴

い
新

た
に

橋
梁

の
架

け
変

え
が

必
要

と

な
る

な
ど

地
域

へ
の

影
響

が
大

き
い

と
考

え
ら

れ
る

。
 

1
3

雨
水

貯
留

施
設

、
雨

水
浸

透
施

設
＋

河
道

掘
削

 
約

1
,1

0
0

億
円

・
新

た
に

大
き

く
必

要
と

な
る

用
地

や
補

償
は

な
く

、
既

存
の

制

度
に

よ
り

実
施

が
可

能
で

あ
る

。
 

・
雨

水
貯

留
浸

透
施

設
、

雨
水

浸
透

施
設

の
整

備
に

は
施

設

管
理

者
等

と
の

調
整

が
必

要
で

あ
り

、
地

域
の

合
意

形
成

が
必

要
。

 

○
 

  

1
4

水
田

等
の

保
全

（
機

能
向

上
）

＋
河

道
掘

削
 

約
1
,１

0
0

億
円

・
水

田
の

保
全

等
に

よ
る

効
果

を
確

実
に

見
込

む
た

め
に

は
、

水
田

へ
の

貯
留

に
よ

り
農

作
物

に
被

害
が

生
じ

た
場

合
の

補

償
の

あ
り

方
等

、
制

度
面

で
の

検
討

が
必

要
で

あ
り

、
実

施
主

体
と

な
る

関
係

機
関

、
関

係
者

の
理

解
・
協

力
を

得
た

上
で

施

設
管

理
者

と
の

調
整

が
必

要
と

な
る

。
 

－
 

雨
水

貯
留

施
設

、
雨

水
浸

透
施

設
＋

河
道

掘
削

案
（
治

水
対

策
案

-
1
3
）
に

比
べ

、
補

償
の

あ
り

方
等

の
制

度
面

で
の

課
題

が
あ

る
。

 

 
【
④

流
域

の
貯

 

 
留

・
浸

透
方

 

 
策

に
よ

り
河

 

 
道

の
洪

水
流

 

 
量

を
低

減
さ

 

 
せ

る
対

策
】
 

1
5

雨
水

貯
留

施
設

、
雨

水
浸

透
施

設
、

水
田

等
の

保
全

（
機

能
向

上
）
＋

河
道

掘
削

 

約
1
,2

0
0

億
円

・
雨

水
貯

留
浸

透
施

設
、

雨
水

浸
透

施
設

の
整

備
に

は
施

設

管
理

者
等

と
の

調
整

が
必

要
で

あ
り

、
地

域
の

合
意

形
成

が
必

要
。

 

・
水

田
の

保
全

等
に

よ
る

効
果

を
確

実
に

見
込

む
た

め
に

は
、

水
田

へ
の

貯
留

に
よ

り
農

作
物

に
被

害
が

生
じ

た
場

合
の

補

償
の

あ
り

方
等

、
制

度
面

で
の

検
討

が
必

要
で

あ
り

、
実

施
主

体
と

な
る

関
係

機
関

、
関

係
者

の
理

解
・
協

力
を

得
た

上
で

施

設
管

理
者

と
の

調
整

が
必

要
と

な
る

。
 

－
 

雨
水

貯
留

施
設

、
雨

水
浸

透
施

設
＋

河
道

掘
削

案
（
治

水
対

策
案

-
1
3
）
に

比
べ

、
コ

ス
ト

が
高

い
。

 

 
（
注
）
完
成
ま
で
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
度
以
降
の
残
事
業
費
で
あ
る
。
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4.2.4.2 関係者等の意見 
(1) 関係河川使用者 
4.2.4.1で概略評価した治水対策案について、関係河川使用者への意見

聴取を行った。 
治水対策案-9「ダムの有効活用（岩尾内ダムの利水容量買い上げ）＋河

道掘削」については、岩尾内ダムに関係する利水者の同意が必要なため、

関係河川使用者（北海道企業局、士別市、てしおがわ土地改良区）に当該

案に対する見解を聴いたところ、同意できないとの回答であった。 
 

表 4.2.7 関係河川使用者の意見 
関係河川 
使用者 

意見照会事項 意見照会事項に関する回答 

北海道 
企業局 

・道企業局の発生電力は、全量を北海道電力

（株）へ卸供給することで契約［卸供給契約］

を締結し、その電力は北海道電力（株）が国

へ届け出している電力供給計画に織り込ま

れていることや、東京電力福島第一原発事故

後、水力を含めた再生可能エネルギーは、更

に重要性を増していることから、発電に支障

が生じないようにすべきと考えます。 

士別市 

・本対策案における工業用利水容量の買い上げ

は、新たな水利権の獲得等が容易でない状況

のなか、極めて慎重な検討が必要であり、同

意できるものではありません。また、工期・

費用が不確定であるばかりでなく、夏場の渇

水期においては、利水利用に必要な水量の確

保がぎりぎりとなってしまっている現状も

あるなかで、地域への影響も大きく現実的な

対策案ではないと考えます。 

てしおがわ 
土地改良区 

＜平成 23年 7月 1日照会＞ 
岩尾内ダムの利水容量買

い上げを行い、サンルダム

に代わる治水対策案とす

ることに関する見解 
・天塩川本流は、近年の気象変動により岩尾内

ダム下流域における区間流入の減少により、

既得水利権の水量が確保されず、岩尾内ダム

の放流量に依存する状況となっている。農業

の既得水利権が満足されずに他の用途へ利

水する提案は、不合理であり対策案に同意で

きません。 
当区管轄区域である名寄市中名寄地区は、他

の区域では被害のない降雨の場合であって

も洪水被害が頻発しており、洪水被害の軽減

と既得水利権の安定的な確保からサンルダ

ムの早期完成を強く要望することを申し添

えます。 
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(2) 構成員の意見 

第 1 回から第 3 回検討の場において、構成員から4.2.4.1の概略評価で

棄却した治水対策案を支持する意見はなかった。 
 

(3) パブリックコメント 
4.2.4.1で概略評価した治水対策案について、パブリックコメントを行

ったが、4.2.4.1の概略評価で棄却した治水対策案を支持する意見はなか

った。また、新たな治水対策案の提案はなかった。 
 

4.2.4.3 関係者等の意見を踏まえた概略評価 
4.2.4.2の関係者等の意見を踏まえつつ、概略評価について再整理した

結果を表 4.2.8～表 4.2.9に示す。 
 

＜意見を踏まえた概略評価の内容＞ 
・治水対策案-9「ダムの有効活用（岩尾内ダムの利水容量買い上げ）＋

河道掘削」については、関係河川使用者である「北海道企業局」、「士

別市」、「てしおがわ土地改良区」に当該案に対して意見照会したとこ

ろ、同意出来ないとの回答があったため、棄却する。 
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表
 4
.2
.8
 
関
係
者
等
の
意
見
を
踏
ま
え
た
概
略
評
価
に
よ
る
治
水
対
策
案
の
抽
出
の
整
理
(1
) 

概
略
評
価
に
よ
る
抽
出
 

分
類
 

№
 

治
水
対
策
案
 

(実
施
内
容
※

１
) 

完
成
ま
で
に
 

要
す
る
費
用
 

抽
出
（
案
）
 

抽
出
 

不
適
当
と
考
え
ら
れ
る
評
価
軸
と
そ
の
理
由
 

【
①
河
川
整
備
計
画
】
 
0 

サ
ン
ル
ダ
ム
 

約
  
80
0
億
円
 
 

 
 

 

1 
河
道
掘
削
 

約
1,
00
0
億
円
 

○
 

○
 
 

 

2 
引
堤
 

約
1,
40
0
億
円
 

－
 

－
 

・
コ
ス
ト
 

・
実
現
性
 ・

河
道
掘
削

案
（
治
水
対
策
案
-1

）
及
び
引
堤
＋

河
道
掘
削
案
（

治
水

対
策

案
-
3
）
に
比
べ
、
コ
ス

ト
が
高
い

。
 

・
引
堤
の
た
め
に
新
た
な
用
地
（
用
地
補
償
約
42
ha
、
家
屋
移
転
17

戸
、
補
償
物

件
13

件
）
が
必

要
と
な
る

な
ど

地
域
へ
の
影
響

が
大
き
い
た
め

、
関
係
者
の
理

解
や
地
域
の
合

意
形
成
を
得
る
の

に
相
当
の

時
間
を
要
す
る
。
 

3 
引
堤
(現

況
の
高
水
敷
を
確
保
）

+河
道
掘
削
 

約
1,
10
0
億
円
 

○
 

○
 

 
 

4 
堤
防
か
さ
上
げ
 

約
1,
50
0
億
円
 

－
 

－
 

・
コ
ス
ト
 

・
実
現
性
 ・

河
道
掘
削

案
（

治
水

対
策

案
-
1
）
及
び
引
堤
＋

河
道
掘
削
案
（

治
水

対
策

案
-
3
）
に
比
べ
、
コ
ス

ト
が
高
い

。
 

・
堤
防
か
さ

上
げ
に
伴
い
新
た
に
橋
梁
の
架
け
換
え
（
22

橋
）
が
必
要
と
な
る
な
ど
地
域
へ
の
影
響

が
大
き
い
た
め
、
関
係
者
の
理
解
や
地
域
の
合
意
形
成
を
得
る
の
に
相
当
の
時
間
を
要
す
る
。
 

5 
堤

防
か

さ
上

げ
（

市
街

地
を

除

く
区
間
）
＋
河
道
掘
削
 

約
1,
40
0
億
円
 

－
 

－
 

・
コ
ス
ト
 

・
実
現
性
 ・

河
道
掘
削

案
（

治
水

対
策

案
-
1
）
及
び
引
堤
＋

河
道
掘
削
案
（

治
水

対
策

案
-
3
）
に
比
べ
、
コ
ス

ト
が
高
い

。
 

・
堤
防
か
さ

上
げ
に
伴
い
新
た
に
橋
梁
の
架
け
替
え
（
16

橋
）
が
必
要
と
な
る
な
ど
地
域
へ
の
影
響

が
大
き
い
た
め
、
関
係
者
の
理
解
や
地
域
の
合
意
形
成
を
得
る
の
に
相
当
の
時
間
を
要
す
る
。
 

6 
放
水
路
 

約
2,
00
0
億
円
 

－
 

－
 

・
コ
ス
ト
 

・
実
現
性
 ・

河
道
掘
削

案
（

治
水

対
策

案
-
1
）
及
び
引
堤
＋

河
道
掘
削
案
（

治
水

対
策

案
-
3
）
に
比
べ
、
コ
ス

ト
が
高
い

。
 

・
放
水
路
の
整
備
（
約
40
km
）
に
伴
い
影
響
が
あ
る
構
造
物
の
改
築
、
新
た
な
用
地
が
必
要
と
な
る

な
ど
地
域
へ
の

影
響
が
大
き
い

た
め
、
関
係
者

の
理
解
や
地
域

の
合
意
形
成
を

得
る
の
に
相
当
の

時
間
を
要
す
る
。
 

【
②
河
道
改
修
を
中
心

と
し
た
対
策
】
 

7 
放
水
路
（
捷
水
路
）
+河

道
掘
削
 約
1,
80
0
億
円
 

－
 

－
 

・
コ
ス
ト
 

・
実
現
性
 ・

河
道
掘
削

案
（

治
水

対
策

案
-
1
）
及
び
引
堤
＋

河
道
掘
削
案
（

治
水

対
策

案
-
3
）
に
比
べ
、
コ
ス

ト
が
高
い

。
 

・
捷
水
路
の
整
備
（
約
20
km
）
に
伴
い
影
響
が
あ
る
構
造
物
の
改
築
、
新
た
な
用
地
が
必
要
と
な
る

な
ど
地
域
へ
の

影
響
が
大
き
い

た
め
、
関
係
者

の
理
解
や
地
域

の
合
意
形
成
を

得
る
の
に
相
当
の

時
間
を
要
す
る
。
 

※
１
 
実
施
内

容
は
、
上
記
の
ほ
か
、
現
在
の
河
川
整
備
計
画
で
実
施
す
る
河
道
の
掘
削
、
堤
防
の
整
備
、
河
道
内
樹
木
の
伐
採
等
を
含
む
。
 

（
注
）
完
成
ま
で
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
度
以
降
の
残
事
業
費
で
あ
る
。
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表
 4
.2
.9
 

関
係
者
等
の
意
見
を
踏
ま
え
た
概
略
評
価
に
よ
る
治
水
対
策
案
の
抽
出
の
整
理
(2
) 

概
略
評
価
に
よ
る
抽
出
 

分
類
 

№
 

治
水
対
策
案
 

(実
施
内
容
※

１
) 

完
成
ま
で
に
 

要
す
る
費
用
 

抽
出
（
案
）
 

抽
出
 

不
適
当
と
考
え
ら
れ
る
評
価
軸
と
そ
の
理
由
 

8 
ダ

ム
の

有
効

活
用

（
岩

尾
内

ダ

ム
か
さ
上
げ
）
＋
河
道
掘
削

 
約
1,
20
0
億
円
 

－
 

－
 

・
コ
ス
ト
 

・
実
現
性
 ・

遊
水
地
案
(治

水
対

策
案

-
1
1
)に

比
べ
コ
ス
ト
が
高
い
 

・
岩
尾
内
ダ
ム
か
さ
上
げ
に
伴
い
新
た
に
橋
梁
の
架
け
変
え
（
5
橋
）
、
用
地
補
償
（
約
20
ha
）
が
必

要
と
な
る

な
ど

地
域
へ
の
影
響

が
大
き
い
た
め

、
関
係
者
の
理

解
や
地
域
の
合

意
形
成
を
得
る
の

に
相
当
の

時
間
を
要
す
る
。
 

9 
ダ

ム
の

有
効

活
用

（
岩

尾
内

ダ

ム
の

利
水

容
量

買
い

上
げ

）
＋

河
道
掘
削

 

不
確
定

※
２
 

○
 

－
 

・
実
現
性
 ・

岩
尾
内
ダ

ム
の
利
水
容
量
買

い
上
げ
に
対
し

、
関
係
利
水
者

に
当
該
案
に
対

す
る
見
解
に
つ

い
て

意
見
を
聴

い
た
と
こ
ろ
、
同
意
で
き
な
い
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。
 

10
 
遊
水
地
（
名
寄
川
）

 
約
1,
40
0
億
円
 

－
 

－
 

・
コ
ス
ト
 

・
実
現
性
 ・

遊
水
地
案
(治

水
対

策
案

-
1
1
)に

比
べ
コ
ス
ト
が
高
い
 

・
名
寄
川
沿
川
の
農
地
の
ほ
と
ん
ど
が
遊
水
地
（
用
地
補
償
約
97
0h
a、

家
屋
移
転
17
0
戸
、
補

償

物
件
41
2
件
）
と
な
り
、
地
域
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
た
め
、
関
係
者
の
理
解
や
地
域
の
合
意

形
成
を
得
る
の
に
相
当
の
時
間
を
要
す
る
。
 

11
 
遊
水
地
（
天
塩
川
+名

寄
川
）

 
約
1,
10
0
億
円
 

○
 

○
 

 
 

【
③
洪
水
調
節
施
設
に

よ
り
洪
水
流
量
を
低
減

さ
せ
る
対
策
】
 

12
 
ダ

ム
の

有
効

活
用

（
岩

尾
内

ダ

ム
か
さ
上
げ
）
＋
遊
水
地

 
約
1,
30
0
億
円
 

－
 

－
 

・
コ
ス
ト
 

・
実
現
性
 ・

遊
水
地
案
(治

水
対

策
案

-
1
1
)に

比
べ
コ
ス
ト
が
高
い
 

・
遊
水
地
（
用
地
補
償
約
33
0h
a、

家
屋
移
転
30

戸
、
補
償
物
件
99

件
）
建
設
に
よ
る
、
地
域
に

与
え
る
影
響
が

大
き
い
た
め
、

関
係
者
の
理
解

や
地
域
の
合
意

形
成
を
得
る
の

に
相
当
の
時
間
を

要
す
る
。
 

・
岩
尾
内
ダ
ム
か
さ
上
げ
に
伴
い
新
た
に
橋
梁
の
架
け
変
え
（
5
橋
）
、
用
地
補
償
（
約
20
ha
）
が
必

要
と
な
る
な
ど

地
域
へ
の
影
響

が
大
き
い
た
め

、
関
係
者
の
理

解
や
地
域
の
合

意
形
成
を
得
る
の

に
相
当
の
時
間
を
要
す
る
。
 

13
 
雨

水
貯

留
施

設
、

雨
水

浸
透

施

設
＋
河
道
掘
削
 

約
1,
10
0
億
円
 

○
 

○
 

 
 

14
 
水

田
等

の
保

全
（

機
能

向
上

）

＋
河
道
掘
削
 

約
1,
10
0
億
円
 

－
 

－
 

・
実
現
性
 ・

雨
水
貯
留
施
設
、
雨
水
浸
透
施
設
＋
河
道
掘
削
案
（

治
水

対
策

案
-
1
3
）
に
比
べ
、
水
田
等
の
機
能

向
上
に
関
し
て

補
償
の
あ
り
方

等
の
制
度
面
で

の
課
題
が
あ
る

。
ま
た
、
機
能

向
上
を
図
る
水
田

面
積
が
約
16
1k
m2
と
膨
大
な
た
め
、
関
係
者
の
理
解
や
地
域
の
合
意
形
成
を
得
る
の
に
相
当
の
時

間
を
要
す
る
。
 

【
④
流
域
の
貯
留
・
浸

透
方
策
に
よ
り
河
道
の

洪
水
流
量
を
低
減
さ
せ

る
対
策
】
 

15
 
雨

水
貯

留
施

設
、

雨
水

浸
透

施

設
、

水
田

等
の

保
全

（
機

能
向

上
）
＋
河
道
掘
削
 

約
1,
20
0
億
円
 

－
 

－
 

・
コ
ス
ト
 

・
実
現
性
 ・

雨
水
貯
留
施
設
、
雨
水
浸
透
施
設
＋
河
道
掘
削
案
（

治
水

対
策

案
-
1
3
）
に
比
べ
、
コ
ス
ト
が
高
い
。 

・
雨
水
貯
留
施
設
、
雨
水
浸
透
施
設
＋
河
道
掘
削
案
（

治
水

対
策

案
-
1
3
）
に
比
べ
、
水
田
等
の
機
能

向
上
に
関
し
て

補
償
の
あ
り
方

等
の
制
度
面
で

の
課
題
が
あ
る

。
ま
た
、
機
能

向
上
を
図
る
水
田

面
積
が
約
16
1k
m2
と
膨
大
な
た
め
、
関
係
者
の
理
解
や
地
域
の
合
意
形
成
を
得
る
の
に
相
当
の
時

間
を
要
す
る
。
 

※
１
 
実
施
内
容
は
、
上
記
の
ほ
か
、
現
在
の
河
川
整

備
計
画
で
実
施
す
る
河
道
の
掘
削
、
堤
防
の
整
備
、
河
道
内
樹
木
の
伐
採
等
を
含
む
。
 

※
２
 
河
道
の
掘
削
等
に
係
る
費
用
約
90
0億

円
の
他
に
、
岩
尾
内
ダ
ム
の
利
水
容
量
の
買
い
上
げ
費
用
等
が
必
要
と
な
る
。
 

（
注
）
完
成
ま
で
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
度
以
降
の
残
事
業
費
で
あ
る
。
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4.2.4.4 概略評価による治水対策案の抽出結果 

概略評価で抽出する治水対策案は下記の 5案とする。 
 

表 4.2.10 治水対策案抽出 5案 
分類 No 概略評価で抽出する治水対策案 

【①河川整備計画】 0 現計画案：サンルダム 

1 河道掘削案：河道掘削 
【②河道改修を中心とした対

策】 3 
引堤＋河道掘削案：引堤(現況の高水敷を確保）+河道

掘削 

【③洪水調節施設により洪水流

量を低減させる対策】 
11 遊水地案：遊水地（天塩川+名寄川） 

【④流域の貯留・浸透方策によ

り河道の洪水流量を低減させ

る対策】 
13 

雨水貯留・浸透案：雨水貯留施設、雨水浸透施設＋河

道掘削 

※実施内容は、上記のほか、現在の河川整備計画で実施する河道の掘削、河道内樹木の伐採、

堤防の整備等を含む。 

概略評価により抽出された治水対策案 5 案については、以下  と表現する

こととした。 
 
【①河川整備計画】 
サンルダム案→現計画案 

 
【②河道改修を中心とした対策】より抽出した案 
1.河道掘削案→河道掘削案 
3.引堤（現況の高水敷を確保）＋河道掘削案→引堤+河道掘削案 
 
【③洪水調節施設による洪水流量を低減させる対策】より抽出した案 
11.遊水地（天塩川+名寄川）案→遊水地案 

 
【④流域の貯留・浸透方策により河道の洪水流量を低減させる対策】より抽出した案 
 13.雨水貯留施設、雨水浸透施設+河道掘削案→雨水貯留・浸透案 
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4.2.5 評価軸ごとの評価 

概略評価により抽出された治水対策案について「検証要領細目」に示され

ている 7つの評価軸について評価を行った。 
以下に評価軸ごとの評価を行った対策案の概要を示す。なお、これらの対

策案の完成までに要する費用等については、評価軸ごとの評価を行うにあた

り、詳細に検討を行った結果を示している。 
その結果を表 4.2.11～表 4.2.20に示す。 
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(1) 【①河川整備計画】現計画案 

 
【対策案の概要】 
・河道改修を実施するとともに、サンルダムの建設により河川整備計画の治水安全

度を確保する。 
・河道の掘削により影響がある橋梁等の構造物は改築等を行う。 
・掘削土を活用し、河道断面が不足する区間について、新たな堤防の整備、堤防の

拡築・強化を行う。 
・サンルダム本体及び付替道路等の工事を行う。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 治水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整 
は行っていない。 

※ 対策箇所や数量については平成 24年度末時点のものである。 

 
 
 

【現計画案】 
■ダム 
 サンルダム 
■河道改修 
築堤等   約  620万 m3 
護岸    約  4.7km 
河道掘削等 約  810万 m3 
樋門・樋管     78箇所 
橋梁改築等      3橋 
堰          1基 
用地補償面積 約  142ha 
移転家屋数     32戸 
補償物件数     51件 

凡 例
■ 基準地点

[  ] 整備計画目標流量
既設ダム
検証中ダム

名
寄
川

岩
尾
内
ダ
ム

日
本
海

■誉平

3,900m3/s
[4,400m3/s]

真
勲
別
■

■名寄大橋

1
,2

0
0
m

3
/
s

[1
,5

0
0
m

3
/
s]

サンル川

サ
ン
ル
ダ
ム

1,800m3/s
[2,000m3/s]

凡 例
■ 基準地点

[  ] 整備計画目標流量
既設ダム
検証中ダム

凡 例
■ 基準地点

[  ] 整備計画目標流量
既設ダム
検証中ダム

名
寄
川

岩
尾
内
ダ
ム

日
本
海

■誉平

3,900m3/s
[4,400m3/s]

真
勲
別
■

■名寄大橋

1
,2

0
0
m

3
/
s

[1
,5

0
0
m

3
/
s]

サンル川

サ
ン
ル
ダ
ム

1,800m3/s
[2,000m3/s]

 
※ 1: 誉 平 の [4,400m3/s] 、 名 寄 大 橋

[2,000m3/s]、真勲別[1,500m3/s]は河川整備

計画の目標流量 
※2:[ ]の無い数値は、河道の配分流量 

基準地点 
既設ダム 
検証中ダム 
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(2) 【②河道改修を中心とした対策】河道掘削案 

 
【対策案の概要】 
・河川の流下断面積が不足する箇所においては、さらに河道の掘削及び河道内の樹

木伐採により河川整備計画と同程度の治水安全度を確保する。 
・河道の掘削により影響がある橋梁等の構造物は改築等を行う。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 治水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。 
※ 対策箇所や数量については平成 24年度末時点のものである。 
※ 河川整備計画に盛り込まれている河道改修を実施するとともに、河川整備計画と同程度の治水安全度を確保するため治水

対策案を実施する。 

 
 
 

 

凡 例
■ 基準地点

[  ] 整備計画目標流量
既設ダム

凡 例
■ 基準地点

[  ] 整備計画目標流量
既設ダム

名
寄
川

岩
尾
内
ダ
ム

日
本
海

■誉平

4,200m3/s
[4,400m3/s]

真
勲
別
■

■名寄大橋

1
,5

0
0
m

3
/
s

[1
,5

0
0
m

3
/
s]

サンル川

1,800m3/s
[2,000m3/s]

 
※ 1: 誉 平 の [4,400m3/s] 、 名 寄 大 橋

[2,000m3/s]、真勲別[1,500m3/s]は河川整備

計画の目標流量 
※2:[ ]の無い数値は、本対策案において、

当該地点より上流の洪水調節施設により調

節した場合の河道を流下する流量 

基準地点 
既設ダム 
 
 
 

【河道掘削案】 
■河道改修 
築堤等   約  620万 m3 
護岸    約  9.9km 
河道掘削等 約 1,310万 m3 
樋門・樋管     78箇所 
橋梁改築等      5橋 
堰          2基 
用地補償面積 約  142ha 
移転家屋数     32戸 
補償物件数     51件 
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(3) 【②河道改修を中心とした対策】引堤＋河道掘削案 

 
【対策案の概要】 
・現況の高水敷幅を確保した引堤とさらに河道の掘削及び河道内の樹木伐採により

河川整備計画と同程度の治水安全度を確保する。 
・引堤と河道の掘削により影響がある橋梁等の構造物は改築等を行う。 
・引堤に伴い、家屋移転等の用地補償を行う。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 治水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整 
は行っていない。 

※ 対策箇所や数量については平成 24年度末時点のものである。 
※ 河川整備計画に盛り込まれている河道改修を実施するとともに、河川整備計画と 

同程度の治水安全度を確保するため治水対策案を実施する。 

 
 
 

 

凡 例
■ 基準地点

[  ] 整備計画目標流量
既設ダム

凡 例
■ 基準地点

[  ] 整備計画目標流量
既設ダム

名
寄
川

岩
尾
内
ダ
ム

日
本
海

■誉平

4,200m3/s
[4,400m3/s]

真
勲
別
■

■名寄大橋

1
,5

0
0
m

3
/
s

[1
,5

0
0
m

3
/
s]

サンル川

1,800m3/s
[2,000m3/s]

 
※ 1: 誉 平 の [4,400m3/s] 、 名 寄 大 橋

[2,000m3/s]、真勲別[1,500m3/s]は河川整備

計画の目標流量 
※2:[ ]の無い数値は、本対策案において、

当該地点より上流の洪水調節施設により調

節した場合の河道を流下する流量 

基準地点 
既設ダム 
 
 
 

【引堤＋河道掘削案】 
■引堤 
周囲堤等  約   30万 m3 
橋梁改築等      2橋 
用地補償面積 約   42ha 
移転家屋数     17戸 
補償物件数     13件 
■河道改修 
築堤等   約  620万 m3 
護岸    約  4.0km 
河道掘削等 約 1,270万 m3 
樋門・樋管     83箇所 
橋梁改築等      5橋 
堰          2基 
用地補償面積 約  142ha 
移転家屋数     32戸 
補償物件数     51件 



  

4-121

 

 

図
 4
.2
.5
3(
1)
 
引
堤
＋
河
道
掘
削
案
に
お
け
る

検
討
箇
所
図
 



  

4-122

 

 
図
 4
.2
.5
3(
2)
 
引
堤
＋
河
道
掘
削
案
に
お
け
る
検
討
箇
所
図
 



  

4-123

 

 

図
 4
.2
.5
3(
3)
 
引
堤
＋
河
道
掘
削
案
に
お
け
る

検
討
箇
所
図



 

 4-124

 
(4) 【③洪水調節施設により洪水流量を低減させる対策】遊水地案 

 
【対策案の概要】 
・天塩川・名寄川沿いに遊水地を設置し、河川の流下断面積が不足する箇所におい

ては、さらに、河道の掘削及び河道内の樹木伐採により河川整備計画と同程度の

治水安全度を確保する。遊水地の設置により、誉平地点における河川整備計画目

標流量 4,400m3/sのうち 300m3/sを調節する。 
・河道の掘削により影響がある橋梁等の構造物は改築等を行う。 
・掘削土を活用し、河道断面が不足する区間について、新たな堤防の整備、堤防の

拡築・強化を行う。 
・天塩川・名寄川沿いに遊水地を 4箇所設置する。 
・遊水地内の農地については、営農が可能な地役権補償を行う。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 治水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整 
は行っていない。 

※ 対策箇所や数量については平成 24年度末時点のものである。 
※ 河川整備計画に盛り込まれている河道改修を実施するとともに、河川整備計画と 

同程度の治水安全度を確保するため治水対策案を実施する。 

 
 
 
 

 

名
寄
川

（
既
設
）

岩
尾
内
ダ
ム

日
本
海

■誉平

3,900m3/s
[4,400m3/s]

真
勲
別
■

■名寄大橋

1
,4

0
0
m

3
/
s

[1
,5

0
0
m

3
/
s]

サンル川

1,800m3/s
[2,000m3/s]

名
寄
川

（
既
設
）

岩
尾
内
ダ
ム

日
本
海

■誉平

3,900m3/s
[4,400m3/s]

真
勲
別
■

■名寄大橋

1
,4

0
0
m

3
/
s

[1
,5

0
0
m

3
/
s]

サンル川

1,800m3/s
[2,000m3/s]

 
※ 1: 誉 平 の [4,400m3/s] 、 名 寄 大 橋

[2,000m3/s]、真勲別[1,500m3/s]は河川整備

計画の目標流量 
※2:[ ]の無い数値は、本対策案において、

当該地点より上流の洪水調節施設により調

節した場合の河道を流下する流量 

基準地点 
既設ダム 
遊水地 
 
 

【遊水地案】 
■遊水地 4箇所 456ha 
周囲堤等  約  110万 m 
橋梁改築等      1橋 
用地補償面積 約  456ha 
移転家屋数     45戸 
補償物件数    117件 
■河道改修 
築堤等   約  620万 m3 
護岸    約  9.0km 
河道掘削等 約  880万 m3 
樋門・樋管     78箇所 
橋梁改築等      5橋 
堰          1基 
用地補償面積 約  142ha 
移転家屋数     32戸 
補償物件数     51件 
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(5) 【④流域の貯留・浸透方策により河道の洪水流量を低減させる対策】 

     雨水貯留・浸透案 
 

【対策案の概要】 
・雨水貯留施設、雨水浸透施設の設置を行う。河川の流下断面積が不足する箇所に

おいては、さらに、河道の掘削及び河道内の樹木伐採により河川整備計画と同程

度の治水安全度を確保する。 
・公園や学校（校庭）面積の約 7km2を対象として雨水貯留施設を新設する。 
・市街地面積の約 44km2を対象として雨水浸透施設の整備を行う。 
・河道の掘削により影響がある橋梁等の構造物は改築等を行う。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 治水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整 
は行っていない。 

※ 対策箇所や数量については平成 24年度末時点のものである。 
※ 河川整備計画に盛り込まれている河道改修を実施するとともに、河川整備計画と 

同程度の治水安全度を確保するため治水対策案を実施する。 

 
 

 

凡 例
■ 基準地点

[  ] 整備計画目標流量
既設ダム

凡 例
■ 基準地点

[  ] 整備計画目標流量
既設ダム

名
寄
川

岩
尾
内
ダ
ム

日
本
海

■誉平

4,200m3/s
[4,400m3/s]

真
勲
別
■

■名寄大橋

1
,5

0
0
m

3
/
s

[1
,5

0
0
m

3
/
s]

サンル川

1,800m3/s
[2,000m3/s]

雨水貯留施設・雨水浸透施
設の効果量：約10ｍ3/ｓ

 
※ 1: 誉 平 の [4,400m3/s] 、 名 寄 大 橋

[2,000m3/s]、真勲別[1,500m3/s]は河川整備

計画の目標流量 
※2:[ ]の無い数値は、本対策案において、

当該地点より上流の洪水調節施設により調

節した場合の河道を流下する流量 

基準地点 
既設ダム 
 
 
 

【雨水貯留・浸透案】 
■雨水貯留施設 
4km2を対象 

■雨水浸透施設 
44km2を対象 

■河道改修 
築堤等   約  620万 m3 
護岸    約  9.9km 
河道掘削等 約 1,310万 m3 
樋門・樋管     78箇所 
橋梁改築等      5橋 
堰          2基 
用地補償面積 約  142ha 
移転家屋数     32戸 
補償物件数     51件 
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